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～一五九三）一
マ
ン
テ
ル
は
、
味である。
西暦二○○○年は、曰本とベルギーとの関係がはじまって約四一○年になる。それは宗教を通じて人的な交流がはじまったという意
四三二はじ
め
て
曰
本
に
や
っ
て
来
た
ベ
ル
ギ
ー
人
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
テ
オ
ド
ー
ズ
・
マ
ン
テ
ル
（
マ
ル
テ
ル
と
か
マ
ン
テ
レ
ス
と
も
い
う
、
’
五
六
○
は
じ
め
に
ベ
ル
ギ
ー
側
は
、
日
本
お
よ
び
日
本
使
節
団
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
か
岩
倉
大
使
に
対
す
る
ベ
ル
ギ
ー
政
府
の
反
応
あ
と
が
き
は
じ
め
に
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
岩
倉
大
使
一
行
の
旅
程
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
岩
倉
大
使
の
私
設
記
録
係
の
ベ
ル
ギ
ー
観
であった。
リ
エ
ー
ジ
ュ
の
北
西
約
一
九
キ
ロ
に
位
置
す
る
ト
ン
ゲ
レ
ン
（
ト
ン
グ
ル
と
も
い
う
）
の
町
に
生
ま
れ
、
二
十
歳
の
と
き
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
宮
永
孝
230（１）
農産物としては、大麦・小麦・オー
皮
革
や
製
紙
工
業
な
ど
が
さ
か
ん
で
あ
る
。
が低地帯、中部が丘』
国士の位置は、北』
涼しく、しのぎよい。
系
の
も
の
は
「
ベ
ル
ヒ
ェ
」
と
呼
ん
で
い
る
。
数
年
後
イ
ン
ド
に
お
も
む
き
、
神
学
を
修
め
た
の
ち
、
曰
本
布
教
の
途
に
の
ぼ
り
、
’
五
八
八
年
八
月
十
六
曰
（
天
正
蛆
・
６
・
別
）
長
崎
（
公
領
地
）
に
（２）
上
陸
し
た
。
そ
の
後
、
平
戸
の
周
辺
に
お
い
て
ひ
そ
か
に
布
教
に
従
事
し
た
よ
う
だ
が
、
秀
吉
の
禁
教
令
の
た
め
平
戸
領
主
か
ら
他
の
六
名
の
宣
教
師
と
と
も
に
毒
殺
さ
れ
よ
う
と
し
た
の
で
、
’
五
九
二
年
十
月
九
曰
（
天
正
加
・
９
．
４
）
仲
間
の
神
父
ら
と
と
も
に
曰
本
を
は
な
れ
マ
ラ
ッ
カ
に
む
か
い
、
翌
年
同
地
（１）
〈室Ｉした。
｜
方
、
曰
本
人
は
い
つ
ご
ろ
ベ
ル
ギ
ー
（
こ
の
国
が
国
家
と
し
て
独
立
し
た
の
は
一
八
三
○
年
）
の
地
を
ふ
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
鎖
国
下
、
公
然
と
こ
の
国
を
訪
れ
た
者
は
、
ま
ず
皆
無
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
が
、
幕
末
に
な
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
（
幕
生
）
や
薩
摩
藩
の
密
航
留
学
生
、
幕
使
（
徳
川
昭
武
一
行
）
が
、
維
新
後
は
政
府
の
顕
官
ら
が
視
察
や
研
修
に
お
と
ず
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
面積は、三万五一一一平方キロ。こんにちの人口は、およそ九九七万八千人である。
ベルギーという名の語源は、ローマ時代この地に住んでいたケルト系の”ベルガェ〃（団の］悪の）族から来ているらしい。ベルガェ族
は
、
紀
元
前
五
七
年
に
シ
ー
ザ
ー
の
軍
隊
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
系
の
ベ
ル
ギ
ー
人
は
、
国
名
を
「
ベ
ル
ジ
ッ
ク
」
と
発
音
し
、
オ
ラ
ン
ダ
語
で
亡
く
な
っ
た
。
行）が、稚》
ベ
ル
ギ
ー
は
、
オランダもそうであるが、冬は暗い空がつづき、陰うつであり、湿度は比較的たかい。
農
産
物
と
し
て
は
、
大
麦
・
小
麦
・
オ
ー
ト
麦
・
ラ
イ
麦
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
テ
ン
サ
イ
な
ど
を
産
し
、
産
業
と
し
て
は
鉄
鋼
や
繊
維
や
化
学
工
業
の
ほ
か
、
こ
の
小
国
は
、
北
は
オ
ラ
ン
ダ
、
東
は
ド
イ
ツ
、
南
東
は
ル
』
低
地
帯
、
中
部
が
丘
陵
地
、
南
東
部
は
高
地
と
な
っ
て
い
る
。
立憲君主国である。
北
緯
五
○
度
前
後
で
あ
り
、
気
候
は
メ
キ
シ
コ
海
流
の
お
か
げ
で
比
較
的
温
暖
で
あ
る
。
冬
は
そ
れ
ほ
ど
寒
さ
が
き
び
し
く
な
く
、
夏
は
南
東
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
南
と
西
は
フ
ラ
ン
ス
と
国
境
を
接
し
て
い
る
。
地
形
的
に
い
え
ば
、
北
西
部
(2)２２９
ベルギーにおける岩倉使節団
岩
倉
一
行
は
、
い
つ
、
何
ん
の
目
的
で
ベ
ル
ギ
ー
を
お
と
ず
れ
、
ど
の
く
ら
い
の
期
間
滞
在
し
、
何
を
行
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
曰
本
側
の
資
料
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
な
い
一
行
の
行
実
を
、
現
地
の
新
聞
報
道
に
よ
っ
て
、
解
き
明
か
そ
う
と
い
う
の
が
本
稿
の
抱
負
と
意
図
で
も
あ
る
。
国民は、ゲルマンのオランダ系のフランドル人、ラテンのフランス系のワロン人、ドイツ系などからなり、言語は大別すると一一一種類
使
わ
れ
て
い
る
。
北
部
で
は
オ
ラ
ン
ダ
語
と
フ
ラ
マ
ン
語
、
そ
の
南
側
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
と
ワ
ロ
ー
ー
ー
語
、
東
部
の
ド
イ
ツ
国
境
に
ち
か
い
所
で
は
、
ド
イ
ツ
語
と
そ
の
方
言
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
首
都
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
を
用
い
て
い
る
。
宗
教
は
、
国
民
の
大
部
分
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
す
ぐ
な
い
。
い
ま
で
こ
そ
交
通
機
関
の
発
達
の
お
か
げ
で
、
曰
本
人
は
気
軽
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
出
か
け
、
オ
ラ
ン
ダ
や
ベ
ル
ギ
ー
を
訪
れ
る
観
光
客
も
多
い
。
曰
本
人
は
ま
と
ま
り
の
な
い
大
国
よ
り
も
、
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
小
国
の
ほ
う
が
好
き
な
民
族
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ま
か
ら
約
百
数
十
年
ま
え
の
明
治
初
年
ご
ろ
、
と
く
に
ベ
ル
ギ
ー
を
お
と
ず
れ
る
曰
本
人
は
、
か
な
ら
ず
し
も
多
く
は
な
か
っ
た
。
と
も
み
本稿は、維新後まもない明治初期に、ベルギーを訪れた特命全権大使・］石倉具視一行についてのべたものである。
岩
倉
一
行
は
慰
俗
に
「
岩
倉
使
節
団
」
と
よ
ば
れ
、
明
治
四
年
十
一
月
（
’
八
七
一
・
’
一
一
）
か
ら
同
六
年
（
’
八
七
三
）
九
月
ま
で
、
約
一
年
十
ヵ
月
米
欧
を
巡
歴
し
、
条
約
改
正
の
予
備
交
渉
を
お
こ
な
い
、
か
た
わ
ら
文
明
国
の
文
物
調
査
な
ど
を
精
力
的
に
お
こ
な
っ
た
。
訪
れ
た
国
々
の
調
査
・
見
聞
録
は
、
の
ち
に
大
政
官
少
書
記
官
・
久
米
邦
武
の
編
修
に
よ
り
、
『
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
』
（
全
一
○
○
巻
・
五
編
五
冊
、
以
下
「
実
記
』
と
す
る
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
でもあった。
、
、
、
岩倉使節団がベルギーに滞在したのは、明治六年（一八七一一一）一一月十七曰から同年同月一一十四曰までの、わずか八曰間にすぎない。
久
米
に
よ
る
と
、
こ
の
（３）
「世界使命の報生ロ」
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
岩
倉
大
使
一
行
の
旅
程
『実記」は、岩倉大使のいわば、
228（３）
こ
ん
に
ち
『
実
記
」
を
ひ
も
と
く
と
、
わ
れ
わ
れ
読
者
は
ま
ず
漢
語
と
古
風
な
表
現
に
面
く
ら
い
、
漢
和
辞
典
な
し
で
は
と
て
も
そ
れ
を
よ
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
と
に
い
ち
ば
ん
こ
ま
る
の
は
、
固
有
名
詞
（
地
名
、
人
名
）
の
片
仮
名
表
記
が
不
正
確
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
正
し
て
く
れ
る
も
の
は
、
現
地
で
発
行
さ
れ
た
新
聞
記
事
で
あ
る
。
「
実
記
」
を
正
確
に
読
み
と
る
た
め
に
は
、
新
聞
記
事
は
不
可
欠
の
資
料
か
と
と
記
し
て
い
る
。
注
・
以
下
、
（
）
と
［
］
内
は
、
引
用
者
に
よ
る
。
二
月
の
こ
の
季
節
、
パ
リ
の
東
北
や
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
は
寒
く
、
空
は
灰
色
と
い
う
よ
り
、
黒
色
と
い
っ
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
で
あ
っ
た
。
い
ま
現
地
ぼ
く
で
暮
ら
す
邦
人
に
よ
る
と
、
低
く
た
れ
こ
め
た
雲
も
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
黒
色
で
、
と
き
に
不
気
味
な
感
じ
さ
え
あ
た
え
る
、
と
い
う
。
墨
色
の
冷
え
び
え
と
し
た
空
の
も
と
、
岩
倉
一
行
は
ベ
ル
ギ
ー
に
む
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
汽
車
の
窓
に
み
ら
れ
る
景
色
は
、
葉
を
す
べ
て
落
し
て
し
ま
っ
た
樹
木
、
枯
野
の
な
か
し
た
空
の
も
と
、
岩
倉
一
行
は
ベ
ル
ギ
ー
に
む
か
っ
た
（
に
と
き
ど
き
見
か
け
る
農
家
や
緑
野
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
｜行は同曰の午後三時四十五分、パリの「北駅」（「実記』では、「南駅」とある）より汽車でベルギーにむかった。
何
の
変
哲
も
な
い
、
冬
枯
れ
の
平
野
を
東
北
に
む
か
っ
て
走
る
こ
と
約
二
三
○
キ
ロ
。
夕
ぐ
れ
、
｜
行
は
フ
ラ
ン
ス
国
境
の
村
ケ
ヴ
ィ
に
到
着
し
た
。
こ
こ
でフランス側の接待係とベルギー側の接待係とが交替した。
この間のようすを「実記』は、
ま
ず
ベ
ル
ギ
ー
滞
在
八
曰
間
の
旅
程
を
曰
ご
と
に
し
る
す
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
二月十七日。晴天。
東
北
二
走
ル
、
仏
ノ
ナンド、コロ、ネル、
（
モ
ン
ス
）
「モンズ」駅二至ル、
（パリ）
巴
黎
ヨ
リ
「
モ
ン
ス
「モンス」
ミ
ル
ギ
ー
）
仏
ノ
東
境
、
ミ
ナ
平
野
ニ
テ
、
殊
二
観
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
シ
、
薄
暮
ノ
後
二
、
仏
国
境
二
至
レ
ハ
、
白
耳
義
国
政
府
ヨ
リ
、
接
伴
ト
シ
テ
、
「
リ
ュ
ー
デ
か
ん
ル
、
バ
ロ
ン
、
ヂ
ョ
リ
ー
」
、
「
パ
ロ
ン
、
ア
ネ
サ
ン
」
氏
、
及
上
書
記
官
ト
、
駅
マ
テ
出
迎
フ
、
停
輪
の
間
二
款
接
［
も
て
な
し
］
一
フ
ナ
シ
、
又
発
シ
、
て
つ
づつ
（マイ０ル）
マテ鏡［鏡は鉄の古宇］路程百一二十六英里
(4)２２７
団伽らのあいさつをうけたのち、ふたたび車中の人となり、モンス（エィノー州の州都、ブリュッセルの南五五キロ）へとむかった。
（ベルギー）
し
よ
ゆ
館モンスの駅は、「白耳義ノ国境ニテ、頗ルー庶巨巴［小さな町］ナリ」と「実記』にある。
る
（４）
け
モ
ン
ス
は
道
路
や
鉄
道
交
通
の
要
衝
と
さ
れ
、
ベ
ル
ギ
ー
中
央
炭
田
の
中
心
で
も
あ
る
。
丘
の
斜
面
に
つ
く
ら
れ
た
こ
の
町
は
、
シ
ー
ザ
ー
に
よ
っ
て
造
ら
お北れた砦を起源とし、＋世紀ごろすでに町としての形がととのっていた。
畔夜九時半ごろ、岩倉一行はモンスでいったん下車すると、儀仗兵の捧げ銃や軍楽隊が演奏する「君が代」で迎えられた。
さ
さ
つ
つ
く
一行をプラットフォームに出むか》えたベルギー側の面々は、
お
も
わ
れ
る
。
ス」紙（二・一八付）がト
ー
ヶ
ヴ
ィ
（
Ｃ
忌
二
）
池
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
国境の村であるから、』
岩
倉
一
行
は
、
ケ
ヴ
ィ
で
『実記』は、一行をのせた汽車が、フランス国境の何んという所で停車したのか、
』
紙
（
二
・
一
八
付
）
が
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
領
の
ｌ
ケ
ヴ
ィ
（
Ｃ
忌
二
）
村
シャルル・デ・フローテ：……：：：：…：駐日ベルギー公使（明治６．，～同Ⅳ・２在任？）
の
ち
横
浜
で
死
去
（
明
治
Ⅳ
・
９
．
岨
）
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
・
ジ
ョ
リ
ー
男
爵
：
：
：
…
…
参
謀
本
部
付
陸
軍
中
佐
、
陸
軍
士
官
学
校
副
校
長
アルベール・ダントン男爵…：：：：…：：のち駐日ベルギー公使
シャルル・デュルセル伯爵：…：：：：：…のち駐日ベルギー公使館書記官
汽
車
は
い
っ
た
ん
こ
こ
で
止
ま
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
り
、
旅
行
者
は
、
入
国
審
査
を
う
け
、
通
関
手
続
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
も
語
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
「
ガ
ゼ
ッ
ト
・
ド
・
モ
ン
226（５）
そ
れ
か
ら
一
行
は
、
馬
車
に
分
乗
す
る
と
、
旅
宿
で
あ
る
「
ベ
ル
ヴ
ュ
・
ホ
テ
ル
」
に
む
か
い
、
そ
こ
に
旅
装
を
と
い
た
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
夜
気
は
袷
た
こ
の
よ
さ
む
さ
く、摂氏一一度ほどであった。『実記』に、「此夜寒厳ニシテ、外気一二十六度ナリ」とある。
宿
泊
費
は
ベ
ル
ギ
ー
政
府
が
負
担
し
、
飲
食
費
だ
け
は
日
本
側
が
払
っ
た
。
モ
ン
ス
か
ら
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
ホ
テ
ル
に
入
る
ま
で
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
『
木
戸
孝
允
曰
記
』
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。
あった。
な
ど
で
あ
る
。
（５）
｜
行
は
、
モ
ン
ス
駅
の
一
等
待
合
室
で
ベ
ル
ギ
ー
側
の
歓
迎
の
辞
を
う
け
、
そ
れ
に
対
し
て
岩
倉
が
答
辞
を
の
べ
た
の
ち
、
ベ
ル
ギ
ー
王
室
か
つ
ｂ
差
し
ま
わ
さ
れ
た
特
別
列
車
に
乗
る
と
、
首
都
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
を
目
ざ
し
た
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
「
ミ
デ
ィ
駅
」
に
着
い
た
の
は
、
夜
の
十
一
時
二
十
分
ご
ろ
の
こ
と
で
曰本使節一行の旅宿となった「ベルヴュ・ホテル」は、『実記』によると、「王宮ノ側」にあったという。もっと正確にいえば、ロワ
む
か
え
す
で
（
時
）
さ
し
こ
は
芯
は
だ
て
い
ね
い
し
ょ
う
け
い
（
前
略
）
使
節
の
迎
と
し
て
出
せ
り
モ
ン
ス
に
至
る
已
に
十
字
な
、
ソ
此
虚
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
王
の
汽
車
迎
と
し
て
差
越
し
兵
隊
の
警
衛
等
甚
丁
寧
を
尽
せ
り
小
憩
（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
）
ヘや
して雌韓俸Ｌ乗る鰍鮒の川岨十一字半ブロシュルスに着しべルヒューホテルに至り八十六番の室に泊す
マ
マ
キ
ャ
ラ
マ
ン
・
シ
マ
イ
公
…
…
エ
イ
ノ
ー
州
知
事
パレス：：……：……：：：…エイノー州の書記
デ
マ
ッ
ェ
レ
ス
大
佐
…
：
…
：
：
儀
仗
兵
（
第
三
猟
歩
兵
）
モ
ー
ル
将
軍
…
：
…
…
…
：
：
…
…
エ
イ
ノ
ー
州
司
令
官
デュティュウル中佐・・・：：：モンスの司令官
ドレス：：：…………：：：…モンス市長
パレス：：。：：：：：：。：：：：・エイーノー側ハ ロ曰Ⅱ
■
■
■
の
指
揮
官
(6)２２５
ベルギーにおける岩倉使節団
る
。 岩倉
大
使
一
行
の
ベ
ル
ギ
ー
入
国
に
つ
い
て
、
現
地
の
新
聞
は
か
な
り
大
き
な
記
事
を
掲
げ
て
い
る
。
フ
エ
・
デ
イ
ヴ
エ
ル
ス
たとえば『ジュルナル・ド・リェージュ』舌罠ゴミ＆の巨脾耐紙（一八七一一一・一一・’九付）の「さまざまな出来事」は、つぎのよう
な
も
の
で
あ
る
。
長
く
は
な
る
が
、
全
文
を
引
い
て
み
よ
う
。
同
紙
の
記
事
は
、
『
ガ
ゼ
ッ
ト
・
ド
・
モ
ン
ス
』
紙
（
’
八
七
一
一
一
・
二
・
’
八
付
）
か
ら
転
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ャ
ル
広
場
七
番
地
に
あ
り
、
正
式
に
は
「
オ
テ
ル
・
ベ
ル
ヴ
ュ
・
ェ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ド
ル
」
と
い
い
、
客
室
百
ほ
ど
の
高
級
ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
。
、
、
、
、
、
ベ
ル
ギ
ー
政
府
は
、
岩
倉
一
行
の
受
け
入
れ
と
歓
迎
に
重
大
な
関
心
を
も
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
伏
線
を
張
っ
た
の
が
こ
の
記
事
で
あ
っ
た
か
と
お
上
も
え
行
は
、
ベ
ル
ギ
ー
で
の
第
一
夜
を
こ
の
ホ
テ
ル
で
す
ご
し
た
。
ベ
ル
ギ
ー
政
府
は
、
理
由
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
日
本
の
使
節
た
ち
を
歓
迎
す
る
こ
と
を
ひ
じ
ょ
う
に
重
視
し
て
い
る
よ
う
だ
。
外
国
人
に
対
し
て
、
好
意
的
な
党
派
が
勝
利
を
お
さ
め
て
以
来
、
日
本
帝
国
は
世
界
じ
ゅ
う
の
国
々
と
い
つ
ま
で
も
交
誼
を
む
す
び
た
い
と
お
も
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
じ
っ
さ
い
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
公
式
の
歓
迎
が
お
こ
な
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
い
ま
や
曰
本
の
港
は
、
世
界
と
交
易
す
る
た
め
に
広
く
開
か
れ
て
い
る
の
で
、
わ
が
国
は
直
ち
に
日
本
に
お
い
て
蒸
気
機
械
や
鉄
道
に
関
す
る
も
の
の
重
要
な
販
路
を
み
い
だ
し
た
。
と
い
う
の
は
、
日
本
は
ア
ジ
ア
の
強
国
の
な
か
で
、
最
初
に
鉄
道
を
敷
設
し
た
国
だ
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
の
べ
た
こ
と
は
、
最
近
、
駐
曰
ベ
ル
ギ
ー
任
命
さ
れ
た
ド
・
フ
ロ
ー
テ
氏
の
年
俸
が
、
三
万
五
千
フ
ラ
ン
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
説
明
が
つ
く
。
二
月
十
八
日
付
の
『
ガ
ゼ
ッ
ト
・
ド
・
モ
ン
ス
』
紙
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
が
み
ら
れ
る
。
月
曜
日
（
二
・
’
七
）
の
夜
九
時
ご
ろ
、
大
勢
の
ひ
と
び
と
は
駅
［
モ
ン
ス
駅
］
に
む
か
っ
た
。
駅
で
は
パ
リ
か
ら
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
む
か
う
曰
本
大
使
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
224（７）
ひょっとすると、この記事の出所は、ベルギー外務省あたりであったかもしれない。ベルギー政府が曰本人一行を好意をもって迎え
た意図と動機については、あとでもう一度のべることにし、先を急ごう。
記事はさらにつづく。
変わっていた。
そ
の
代
表
と
は
、
外
務
省
の
局
長
ド
・
フ
ー
館の書記官ユルセル伯爵の諸氏である。
こ
れ
ら
の
紳
士
た
ち
は
、
地
方
政
府
の
建
蛉
かれらには日本人の秘書官が同行した。
さ
さ
午後九時半、日本の使節らは屋根のついたモンスの駅に到着した。ファン・ニェスベックが指揮をとる第一一一猟歩兵の分遣隊の儀仗兵らは、棒
つつ
げ銃をし、らつばを吹いた。そのあと軍楽隊が［ロ本の国歌を吹奏したが、そのメロディは理解できないものであった。
ミ
カ
ド
の
使
節
た
ち
は
、
一
等
の
待
合
室
に
み
ち
び
か
れ
た
。
そ
の
待
合
室
は
、
り
っ
ぱ
な
調
度
や
花
で
い
っ
ぱ
い
の
植
木
台
が
た
く
さ
ん
置
い
て
あ
り
、
迎
賓
室
に
に部屋を確保した。マ
マ
日
本
使
節
は
、
六
名
か
ら
な
る
。
み
な
洋
服
を
着
て
い
る
。
黒
い
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
、
毛
皮
の
つ
い
た
り
つ
ば
な
パ
ル
ト
ー
（
短
い
コ
ー
ト
）
、
い
ま
流
行
し
て
い
る
シルクハットなどを身につけていた。（このあと二行ほど、活字不鮮明につき、判読不能）。……
な
ぜ
な
ら
、
か
れ
ら
は
小
柄
な
う
え
、
き
ゃ
し
ゃ
で
あ
り
、
髪
は
縮
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
パ
リ
風
の
装
い
を
し
て
は
い
た
が
、
不
機
嫌
そ
う
に
み
え
た
。
ここに使節たちの名簿があるが、その氏名と身分によって、この使節団が重きをおかれていることがわかる。
｜
木
戸
：
…
…
：
：
…
：
：
：
…
内
閣
顧
問
日
本
使
節
団
の
目
的
と
い
う
の
は
、
世
界
じ
ゅ
う
を
歩
き
ま
わ
り
、
文
明
の
す
べ
て
の
中
心
地
に
お
い
て
、
ア
ジ
ア
で
応
用
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
有
用
な
事
柄
を
み
つけ、日本帝国をすっかり刷新することに手を貸すことなのである。
ベ
ル
ギ
ー
の
国
王
陛
下
は
、
き
の
う
日
本
の
使
節
を
出
迎
え
、
か
つ
か
れ
ら
を
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
ま
で
案
内
す
る
た
め
の
任
務
を
お
び
た
代
表
を
国
境
に
遣
わ
し
た
。
そ
の
代
表
と
は
、
外
務
省
の
局
長
ド
・
フ
ロ
ー
テ
、
参
謀
本
部
の
中
佐
で
男
爵
の
ジ
ョ
リ
ー
、
陸
軍
士
官
学
校
の
副
校
長
で
男
爵
の
ダ
ン
ト
ン
、
駐
日
ベ
ル
ギ
ー
公
使
地
方
政
府
の
建
物
で
泊
っ
た
の
ち
、
午
後
七
時
半
ご
ろ
お
召
し
列
車
で
モ
ン
ス
よ
り
ケ
ヴ
ィ
［
フ
ラ
ン
ス
国
境
の
村
］
に
む
け
て
出
発
し
た
。
官
が
同
行
し
た
。
こ
の
日
本
人
は
、
使
節
団
よ
り
も
一
足
先
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
お
も
む
き
、
使
節
団
の
た
め
に
「
ベ
ル
ヴ
ュ
・
ホ
テ
ル
」
(8)２２３
ベルギーにおける岩倉使節団
た
か
よ
し
こ
こ
で
す
こ
－
し
注
釈
が
必
要
に
な
る
が
、
木
戸
孝
允
の
身
分
は
曰
本
流
に
い
え
ば
「
参
議
」
で
あ
る
。
岩
倉
具
視
は
外
務
大
臣
で
は
な
く
、
「
特
命
全
権
大
な
お
よ
し
使」である。大久保利通は「大蔵卿」、山口尚芳は「外務少輔」、伊藤博文は「工部大輔」で上のる。
記事はつづく。
主
席
大
使
は
知
事
の
あ
い
さ
つ
に
対
し
て
答
え
、
そ
の
ス
ピ
ー
チ
を
使
節
団
員
の
ひ
と
り
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
訳
し
た
。
こ
ん
と
く
ｌ
知
事
閣
下
、
わ
た
し
た
ち
が
ベ
ル
ギ
「
領
に
入
っ
た
と
き
に
示
さ
れ
た
懇
篤
な
も
て
な
し
に
、
感
謝
の
こ
と
ば
も
あ
り
ま
せ
ん
．
わ
た
し
た
ち
が
受
け
た
す
ば
ら
し
い
歓
迎
に
つ
い
て
、
天
皇
陛
下
に
伝
え
る
こ
と
は
、
大
き
な
よ
ろ
こ
び
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
同
行
の
者
た
ち
に
も
お
か
け
い
た
だ
い
た
言
葉
を
陛
下
に
お
伝
え
す
る
こ
と
は
、
よ
ろ
こ
び
で
も
あ
り
ま
す
。
た
◎わた
し
た
ち
は
、
す
ば
ら
し
い
歓
迎
に
心
を
つ
い
で
知
事
は
、
主
席
大
使
に
つ
ぎ
の
面
々
モール将軍：……：：：：：州の司令官
六五四三二エイ
ノ
ー
［
ベ
ル
ギ
ー
南
部
の
州
、
州
都
モ
ン
ス
］
の
知
事
で
キ
ャ
ラ
マ
ン
・
シ
マ
イ
公
は
、
極
東
か
ら
や
っ
て
来
た
主
席
大
使
に
言
葉
を
か
け
、
歓
迎
の
意
を
表
し
デマッェレス大佐：：…：第一一一猟歩兵分遣隊の指揮官
ド
レ
ス
氏
…
：
…
…
：
：
…
…
モ
ン
ス
の
市
長
伊
藤
…
…
…
：
…
：
…
…
：
公
共
事
業
次
官
通
訳 ママ
マ
マ
オワクラ（岩倉）：…・外務大臣
大久保………：…：…：大蔵大臣
山
口
…
…
…
…
…
…
：
：
：
外
務
次
官
すばらしい歓迎に心をうたれ、感聿
主
席
大
使
に
つ
ぎ
の
面
々
を
紹
介
し
た
。 感謝
す
る
と
と
も
に
、
心
か
ら
謝
意
を
の
べ
た
く
お
も
い
ま
す
。
222（９）
また「ランデパンダンス』旧曽ａｇ§Ｑ§８紙（一一・’八付）がつたえる岩倉一行のブリュッセル到着のニュースは、つぎのような
ものであ一６。
一見すると、この記事は、それほど重要であるとはおもえないが、岩倉一行の人数をあきらかにしている点で価値は大きい。
（６）
岩倉使節団は、横浜を出帆したとき、総員四十八名ともに五十名余ともいわれ、大所琶市であったが、各国巡歴ちゅうかなりの人員が
マ
マ
日
本
使
節
は
け
さ
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
到
着
し
、
「
ロ
テ
ル
・
ド
・
ベ
ル
ヴ
ュ
」
に
投
宿
し
た
。
部
屋
の
用
意
は
す
で
に
と
と
の
っ
て
い
た
。
岩
倉
、
木
戸
、
大
久
保
、
伊
藤
、
山
口
氏
ら
の
氏
名
は
す
で
に
お
知
ら
せ
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
諸
氏
以
外
に
秘
書
官
が
五
名
い
る
。
（
田
辺
）
か
（
田
中
）
すなわち、ファナベ、何、クリモト、杉浦、安藤の諸氏である。会計係は一一名、ファナカとトミタ氏らである。個人秘童已には久米氏、医師と
（
桐
井
）
１）てはフクニ氏がいる。Ｗ・パーソン氏もいる。
デ
ュ
テ
ィ
ュ
ウ
ル
中
佐
…
…
モ
ン
ス
の
司
令
官
モ
ー
ル
将
軍
は
、
分
遣
隊
の
儀
仗
兵
の
指
揮
官
フ
ァ
ン
・
ニ
ェ
ス
ベ
ッ
ク
大
尉
を
紹
介
し
た
。
こ
ん
ど
は
日
本
の
主
席
大
使
が
、
キ
ャ
ラ
マ
ン
・
シ
マ
ィ
公
に
対
し
て
、
随
員
を
ひ
と
り
ひ
と
り
指
し
示
し
、
そ
の
氏
名
、
肩
書
、
身
分
な
ど
を
説
明
し
た
。
つ
い
で
日
本
使
節
団
は
、
礼
装
し
て
い
る
わ
が
国
の
高
官
ら
を
前
に
し
て
軽
く
会
釈
す
る
と
、
パ
ル
ト
ー
を
ふ
た
た
び
着
、
汽
車
に
乗
っ
た
。
そ
の
間
ふ
た
た
び
ラ
・
ブ
ラ
パ
ン
ソ
ン
ヌ
［
ベ
ル
ギ
ー
国
歌
］
が
演
奏
さ
れ
、
つ
い
で
日
本
の
国
歌
が
奏
さ
れ
た
。
日
本
使
節
団
は
、
月
曜
日
の
夜
十
一
時
二
十
分
、
モ
ン
ス
ま
で
出
迎
え
に
お
も
む
い
た
特
別
列
車
で
、
ミ
デ
ィ
駅
に
到
着
し
た
。
こ
れ
ら
の
著
名
な
訪
問
者
ら
は
、
駐
日
ベ
ル
ギ
ー
公
使
デ
・
フ
ロ
ー
テ
、
ジ
ョ
リ
ー
中
佐
、
大
尉
で
男
爵
の
ダ
ン
ト
ン
、
国
王
の
副
官
で
か
つ
駐
日
ベ
ル
ギ
ー
公
使
館
の
書
記
官
で
も
あ
る
ユ
ル
セ
ル
伯
爵
ら
に
よ
っ
て
、
国
境
で
出
む
か
え
を
う
け
た
。
国
王
の
副
官
が
、
王
室
差
し
ま
わ
し
の
馬
車
で
、
ミ
デ
ィ
駅
に
着
い
た
日
本
使
節
ら
を
迎
え
に
や
っ
て
来
、
か
れ
ら
を
「
ベ
ル
ヴ
ュ
・
ホ
テ
ル
」
に
案
内
し
た
。
パ
レ
ス
氏
…
…
…
…
…
…
…
州
の
書
記
(10）２２１
ベルギーにおける岩倉使節団
人
こで灰；価
ら
で
あ
り
、
会
計
係
と
は
、
である。
移
動
し
た
た
め
、
各
国
に
お
け
る
使
節
団
の
構
成
員
を
知
る
こ
と
は
な
か
な
か
容
易
で
は
な
い
。
だ
か
ら
い
ま
引
い
た
こ
の
記
事
は
、
読
み
す
て
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
た
け
い
ち
久米丈市（邦武）．：…権少外史
医師のフク一一（フクイ）については不詳。Ｗ・パーソンは、岩倉使節団がワシントン滞在ちゅうに顧問としてやとい入れたアメリカ
で
あ
る
。
木
戸
は
こ
の
パ
ー
ソ
ン
と
条
約
草
案
の
こ
と
で
た
び
た
び
協
議
を
こ
ら
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
ど
お
り
な
ら
、
岩
倉
一
行
が
ベ
ル
ギ
ー
に
入
国
し
た
と
き
、
総
数
十
五
名
ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
二月十八曰。
個人秘書とは、
だ
か
ら
い
ま
引
い
た
こ
の
記
事
は
、
圭
記事にみられる秘書官五名とは、
杉浦弘蔵………のちの畠山義成。一一一等書記官。通訳兼記録係。
た
だ
つ
れ
安藤忠経：：：。：外務大録、四等書記官。
み
つ
あ
き
田中光顕・：…：・戸籍頭、会計兼務。
か
の
り
ゆ
き
何礼之…：…：：外務六等出仕。
ト
ミ
夕
某
・
…
：
…
イ
ギ
リ
ス
で
法
律
を
ま
な
ん
だ
富
田
貞
次
郎
（
山
口
出
身
）
の
こ
と
か
。
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
で
経
済
学
を
ま
な
ん
だ
富
田
鉄
之
助
（仙台出身）のことか。
ク
リ
モ
ト
某
…
…
も
と
幕
臣
・
栗
本
鋤
雲
の
嗣
子
、
栗
本
貞
次
節
節
団
の
通
訳
（
二
等
書
記
官
待
遇
）
と
な
る
。
や
す
か
ず
田辺太一．：：：：外務少丞、｜等書記官。
栗
本
貞
次
郎
の
こ
と
。
同
人
は
明
治
三
年
か
ら
同
五
年
ま
で
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
た
。
の
ち
岩
倉
使
220（11）
岩倉一行が滞在している「ベルヴュ・ホテル」から王宮までの距離は、歩いてもほんのわずかであるが、｜行は王室差しまわしの馬
車でおもむいた。
『
実
記
」
に
は
空
模
様
に
つ
い
て
、
な
ん
の
記
載
も
な
い
が
、
お
そ
ら
く
曇
天
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
王宮に着いた岩倉らは、式部長官の案内で謁見の間に行くと、国王レォポルドニ世に面謁し、つぎのような口状をのべた。
ま
た
国
際
紙
『
ル
・
ノ
ー
ル
』
い
①
シ
Ｓ
己
（
｜
｜
・
’
’
○
付
）
の
記
事
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
六頭引の馬車に乗った礼装した御者らは、「ベルヴュ・ホテル」へ使節らを迎えにおもむき、かれらを王宮に案内した。使節らはまたしきた
り
に
従
っ
て
、
ホ
テ
ル
ま
で
送
っ
て
も
ら
っ
た
。
ギ
ロ
ー
ム
将
軍
が
使
節
ら
に
随
行
し
た
。
王宮に着くと、歩兵らが軍楽隊の演奏をもって使節らに敬意を表した。日本人らはヨーロッパ人とおなじ服装をしていた。これには好奇心の
強
い
者
は
が
っ
か
り
さ
せ
ら
れ
た
。
午後一時一一、宮内
第
二
世
陛
下
二
謁
見
ス
昨
日
（
二
・
’
八
）
の
午
後
一
時
半
に
、
日
本
使
節
は
国
王
の
副
官
に
よ
っ
て
王
宮
に
み
ち
び
か
れ
、
国
王
両
夫
妻
の
謁
見
を
う
け
た
（
『
ジ
ュ
ル
ナ
ル
・
ド
・
リ
ェ
ージュ』。
さ
ば
い
ひ
い
そ
な
え
宮内省［王宮］ヨリ乗車二輪ヲ差配シ、御者ミナ緋衣金装シ、護衛兵隊ヲ具シ、宮内長官来リ迎へ、王宮二至り「レオポルト」
ｓ実記』
(12）２１９
ベルギーにおける岩倉使節団らの訪問をうけた。
夜、木戸は田中、
む市民らを見物した。ホテルにもどると、
木戸は午後三時、「行政官の長」（不詳）をおとニ
ン
と
い
う
者
と
四
人
で
、
馬
車
で
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
た
。
っ
た
り
市
内
見
物
を
し
た
り
し
て
い
る
。
か
れ
ら
は
ブ
リ
ュ
ッ
こ
の
あ
と
国
王
の
答
詞
が
あ
り
、
そ
れ
よ
り
皇
后
の
部
屋
に
行
き
、
あ
い
さ
つ
し
た
。
皇
后
は
喪
中
に
つ
き
黒
い
服
を
身
に
つ
け
て
い
た
。
（８）
謁見式は、’二十分ほどで終ったものか、木戸は「一一字帰寓」とのべている。
同
夜
、
王
宮
に
お
い
て
曰
本
使
節
の
た
め
の
歓
迎
晩
さ
ん
会
と
舞
踏
会
が
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
だ
い
ぶ
間
が
あ
っ
た
の
で
、
木
戸
は
人
と
会
お
い
も
つ
は
じ
め
そ
の
せ
ん
ま
さ
あ
つ
な
に
ご
と
こ
れ
し
我
力
国
二
於
テ
大
使
ヲ
貴
国
二
派
遣
セ
シ
ハ
今
日
ヲ
以
テ
始
ト
ス
臣
等
特
に
其
撰
二
当
り
正
二
貴
国
ノ
敬
愛
二
厚
キ
コ
ト
ヲ
見
ル
ワ
其
幸
福
光
栄
何
事
力
之
二
如
カ
ン
こ
の
じ
よ
じ
ゆ
し
よ
う
か
つ
（７）
臣
等
又
此
序
［
こ
の
口
上
］
ヲ
以
テ
陛
下
ノ
寿
曰
曰
［
長
生
き
し
て
栄
え
る
］
ヲ
祝
シ
奉
り
且
貴
国
ノ
平
安
ヲ
祈
ル
よ
｝
」
れ
り
ょ
う
ち
た
ま
下能ク之コノ了知シ［悟り知る］給フヘシ
い
ま
さ
い
わ
い
ゆ
う
ぎ
ま
す
ま
あ
つ
｝」》」
我
力
天
皇
我
力
日
本
国
卜
白
耳
義
ト
ノ
間
一
一
今
幸
二
存
在
ス
ル
友
誼
ヲ
益
ス
厚
力
ラ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
欲
シ
差
二
臣
等
ヲ
特
命
全
権
大
使
ト
シ
テ
貴
国
二
派
遣
セ
ラ
レ
お
も
む
き
か
た
じ
け
な
し
せ
き
う
や
う
や
し
つ
ま
ぴ
ら
タ
リ
臣
等
使
命
ノ
趣
ハ
今
辱
ク
陛
下
二
肥
尺
シ
［
き
わ
め
て
近
い
距
離
、
こ
｝
」
で
は
拝
謁
す
る
意
か
］
奉
り
恭
ク
奉
呈
ス
ル
所
ノ
我
力
天
皇
ノ
国
書
二
詳
カ
ナ
レ
ハ
陛
き
づ
ち
金槌某：：：：：：不詳。
河
野
光
太
郎
…
…
大
村
藩
の
出
身
。
木
戸
の
あ
っ
せ
ん
に
よ
り
、
明
治
四
年
ベ
ル
ギ
ー
に
留
学
。
そ
の
後
の
消
息
は
不
明
。
周
布
公
平
池
田
ら
と
散
歩
に
出
か
け
た
。
セ
ル
市
内
の
古
跡
ま
た
は
名
所
を
見
た
の
ち
、
「
府
外
の
林
」
（
レ
オ
ポ
ル
ド
公
園
か
）
に
い
た
り
、
そ
こ
の
池
で
ス
ケ
ー
ト
を
た
の
し
・
長
州
藩
の
重
臣
・
周
布
政
之
助
の
子
。
山
口
農
兵
隊
長
。
明
治
四
年
、
兵
部
省
よ
り
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
に
派
遣
さ
れ
る
。
の
ち
枢密顧問官。
み
つ
あ
き
ま
さ
よ
し
を
お
と
ず
れ
、
そ
の
あ
と
田
中
光
顕
（
会
計
係
）
や
池
田
政
懲
（
四
等
書
記
官
）
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
ロ
バ
218（13）
西
五
一
キ
ロ
に
あ
る
。
こ
の
士（皿）
業がはじまったとされる。
半分であった。
ラリス氏［ラ。、
などを見学している。
（皿）
ヘ
ン
プ
テ
ィ
ン
ヌ
の
綿
花
紡
織
場
は
、
キ
ュ
ー
バ
や
東
イ
ン
ド
か
ら
綿
花
を
輸
入
し
、
五
○
○
馬
力
、
’
○
○
○
馬
力
の
蒸
気
の
輪
を
う
ご
か
し
て
、
曰
に
三千枚の綿布を織っていた。｜曰に一一千から一一千五百名の職人が工場に出入りし、男子は曰に十五フランの給金をもらい、女子はその
〃
北
の
ベ
ニ
ス
〃
の
異
称
も
あ
る
ゲ
ヘルン伯）らの出迎えをうけた。
「実記」によると、岩倉一行は
十
三
世
紀
に
は
自
由
都
市
と
な
り
、
以
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
織
物
工
業
の
都
市
と
し
て
繁
栄
を
つ
づ
け
た
。
岩倉一行のゲント訪問について、「実記』はつぎのようにいう。
二月十九日。くもり。
工場は五階建てであり、そこでは千五百台ほどの織機がごうごうと鳴っていた。ふつうの白布は、ベッドのシーツ、枕カバー、肌着、
こ
の
曰
、
岩
倉
一
行
は
ゲ
ン
ト
（
ガ
ン
、
ヘ
ン
ト
と
も
い
う
）
を
お
と
ず
れ
た
。
ゲ
ン
ト
は
東
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
州
の
州
都
で
あ
り
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
西
北
ま
ち
（９）
九
一
キ
ロ
に
あ
る
。
こ
の
市
は
、
西
暦
六
一
二
○
年
ご
ろ
、
す
で
に
歴
史
に
そ
の
名
が
現
わ
れ
、
七
世
紀
ご
ろ
、
イ
ギ
リ
ス
産
の
羊
毛
を
輸
入
し
て
毛
織
物
工
ハ
ン
プ
ト
ン
氏
［
ヘ
ン
プ
テ
ィ
ン
ヌ
の
誤
り
］
の
綿
花
紡
織
場
と
花
園
ラ
リ
ス
氏
［
ラ
・
リ
ス
］
の
麻
製
造
場
せ
つ
ば
ん
が
か
り
じ
よ
う
ぎ
ょ
し
允
朝
十
時
ヨ
リ
、
接
伴
掛
「
ヂ
ョ
リ
ー
」
氏
、
「
グ
ル
ー
ト
」
氏
ノ
案
内
ニ
テ
、
皇
帝
ヨ
リ
乗
御
ノ
蒸
気
車
［
王
室
の
特
別
列
車
］
ヲ
仕
立
テ
、
東
北
二
走
ル
コ
ト
一
一
十
（マイル）
五
英
里
ニ
テ
、
十
一
時
半
二
「
ガ
ン
ド
」
府
二
至
ル
の
異
称
も
あ
る
ゲ
ン
ト
の
当
時
の
人
口
は
、
約
十
二
万
人
で
あ
っ
た
。
岩
倉
一
行
は
ゲ
ン
ト
で
、
（ｕ）
行
は
駅
で
州
知
事
（
セ
ル
ク
ー
フ
ー
ス
伯
）
や
市
長
（
デ
ン
タ
ー
(14）２１７
ベルギーにおける岩倉使節団
（旧）
そのあと一行は、馬車にのり、裁判所・病院・牢獄などをみてまわった。ついでジャン・ジュール。Ⅱノンデンの花園（植物園）にお
も
む
き
、
園
内
を
歩
き
、
世
界
じ
ゅ
う
か
ら
集
め
た
と
い
う
、
植
物
な
ど
を
見
学
し
た
。
このあと市庁舎で、市長主催の昼食会がひらかれた。会食者の総数は、二十五、六名であった。
フ
ラ
ス
昼食後、ラ・リス氏の亜麻の製糸工場をおとずれた。これはヨーロッパ最大の亜麻工場とのことで、工場の建物はレンガでつくられ、
五
階
建
て
か
七
階
建
て
で
あ
っ
た
。
曰
に
男
女
二
千
五
百
名
ほ
ど
の
職
人
が
工
場
に
出
入
り
し
、
織
機
の
数
も
こ
れ
と
お
な
じ
だ
け
あ
っ
た
。
あ
ま
ゲ
ン
ト
の
市
が
あ
る
東
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
州
が
、
亜
麻
の
産
地
と
し
て
有
名
な
の
は
、
川
の
水
質
が
よ
い
た
め
で
あ
っ
た
。
良
質
の
麻
糸
か
ら
つ
く
ら
れ
た
布
地
は
、
衣
服
や
レ
ー
ス
の
材
料
と
な
り
、
粗
悪
な
布
地
は
、
帆
布
や
穀
物
や
く
だ
も
の
を
入
れ
る
袋
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
ソ
ワ
し
］石倉一行は、午後四時にゲントを立ち、五時ごろ帰館した。同夜八時、王宮で夜会が催され、正装した男女一一一百名ほどが出席した。
ふ
き
ん
布巾、手ぬぐいなどにして用いるし」のことであった。
ホ
テ
ル
に
も
ど
っ
た
の
は
、
午
前
一
時
ご
ろ
で
あ
っ
た
。
岩
倉
一
行
の
ゲ
ン
ト
訪
問
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
頑
『
ジ
ュ
ル
ナ
ル
・
ド
・
ガ
ン
』
ご
ミ
ョ
ミ
号
Ｃ
Ｑ
旨
＆
紐
ある。
ま
ち
き
の
う
日
本
使
節
が
、
ガ
ン
の
市
を
お
と
ず
れ
た
。
使
節
に
同
行
し
て
い
た
の
は
、
一
」
ん
ど
駐
日
公
使
と
し
て
赴
任
す
る
ド
・
フ
ロ
ー
テ
、
参
謀
本
部
の
ジ
ョ
リ
ー
中
佐
、
大
尉
で
男
爵
の
ダ
ン
ト
ン
、
技
師
の
パ
ビ
ュ
・
デ
ス
マ
ー
ル
お
よ
び
大
使
の
随
員
ら
で
あ
る
。
外
国
の
貴
人
ら
は
、
け
さ
十
時
に
王
室
の
特
別
列
車
で
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
を
立
ち
、
十
一
時
に
ガ
ン
に
到
着
し
た
。
か
れ
ら
を
駅
で
出
迎
え
た
の
は
、
州
知
事
の
テ
ー
・
セ
ル
ク
ラ
ー
ス
伯
爵
、
ガ
ン
市
長
の
ケ
ル
ク
ホ
ー
フ
ェ
・
ド
・
デ
ン
タ
ー
ヘ
ル
ン
伯
爵
、
州
の
書
記
の
ド
・
グ
ラ
ー
フ
ェ
、
州
司
令
官
の
副
官
ス
ト
ゥ
ヶ
ン
ス
の
諸
氏
で
あ
い
さ
つ
を
お
え
た
の
ち
、
日
本
の
紳
士
ら
は
ル
ー
ベ
ル
ク
ス
氏
の
工
場
、
シ
ョ
ー
ム
街
に
あ
る
リ
ン
デ
ン
氏
の
植
物
園
、
ラ
・
リ
ス
氏
の
リ
ネ
ン
工
場
な
ど
を
つ
ぎ
曰
本
大
使
ン
ト
訪
問
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
現
地
の
新
聞
に
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
た
。
・ド・ガン』舌臣ミミ号ｏ§＆紙（一一・一一○付）は、つぎのような記事を掲げている。
216（15）
処
に
至
る
皆
外
国
へ
輸
出
す
る
と
云
」
（
胃
二月二十曰。くもり。みぞれ降る。
『実記』を見ると、
とある。
この曰、岩倉一行はベルギー側の接待係デ・フローテやジョリーの案内でブリュッセルより汽車でアンベルス（別称アントウェルペ
ン
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
北
四
七
キ
ロ
）
に
む
か
い
、
そ
こ
で
馬
車
に
乗
り
か
え
、
ブ
ラ
ス
カ
ッ
ト
村
に
お
も
む
い
た
。
ボ
リ
ゴ
ヌ
ブ
ラ
ス
カ
ッ
ト
村
の
ち
か
く
に
、
試
射
場
が
あ
る
。
そ
｝
」
で
野
砲
の
実
射
を
見
学
す
る
の
が
こ
の
曰
の
［
曰
的
で
あ
っ
た
。
砲
台
が
あ
る
一
帯
は
、
草
木
の
な
い
砂
地
で
あ
り
、
わ
ず
か
に
小
さ
な
松
の
木
が
み
ら
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
試射場がつくられたのは、十五年まえのことで、いま二百名（うち士官二十五名）ほどの兵士らが常駐しているとのことであった。
か
ん
こ
け
ず
この曰は、》」とのほか寒く、おまけに風が吹き、みぞれが降った。「寒沮［きびしい寒さ］ハ面ヲ削ルカ如シ」（『実記』）とある。
ま
た
木戸はこの曰ガンで見学した工場や花園について、「英国にて見るところより一層器械も場所も亦大なるを覚ふ、花樹花草を作るの
い・っ
に至る皆外国へ輸出すると云」（『曰記』）と記Ｉしている。
九時一一十分ヨリ、接伴掛両人ノ案内ニテ、例ノ如ク、蒸気車ニテ東走スルコト五十一一「キロメートル」（約英ノ三十英里）ニテ某駅二至ル、
（メア）
「メョ」［市長の意。］迎テ馬車二上り、’一一キロメートル（英ノー一英里）ヲ走リテ、「バッカット」［プラスカット村］ノ砲台二至ル
日
本
の
紳
士
ら
は
、
と
く
に
機
械
に
興
味
を
し
め
し
た
。
日
本
で
は
と
て
も
高
価
な
布
地
が
織
ら
れ
る
が
、
し
ご
と
は
す
べ
て
手
仕
事
な
の
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
と
く
に
わ
れ
わ
れ
が
用
い
て
い
る
原
動
力
に
つ
い
て
た
び
た
び
メ
モ
を
取
っ
て
い
た
。
工
場
を
も
っ
と
見
学
す
る
必
要
も
あ
っ
た
が
、
時
間
が
な
か
っ
た
。
地
方
政
府
が
出
し
た
軽
い
食
事
の
あ
と
、
日
本
の
紳
士
ら
は
、
四
時
五
分
に
か
れ
ら
を
運
ん
で
き
た
特
別
列
車
で
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
む
か
っ
た
。
つ
ぎ
に
お
と
ず
れ
た
。
(16）２１５
ベルギーにおける岩倉使節団
岩
倉
一
行
は
、
砲
台
見
学
を
お
え
る
と
、
汽
車
で
帰
途
に
つ
い
た
。
ベ
デ
ィ
カ
ー
「
ベ
ル
ギ
ー
と
オ
ラ
ン
ダ
』
（
’
九
一
○
年
）
に
よ
る
大
臣
の
許
可
が
な
い
と
一
般
人
に
は
見
学
を
ゆ
る
さ
れ
な
か
っ
た
、
‐
「
ル
・
ノ
ー
ル
』
紙
（
二
・
二
四
付
）
は
、
岩
倉
一
行
の
ブ
ラ
ス
カ
の記事を転載している。
そ
の
た
め
野
に
ふ
か
い
堀
を
掘
り
、
砲
叩
戦
時
に
は
千
五
百
名
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
『実記』によると、一八六五年（慶応元年）にアンベルス市の周囲に新砲台が八カ所もうけられたという。岩倉一行は、アンヴェル
（Ｍ）
スにある新造の第四砲台（備砲一一二○門）のひとつを見学したのである。近年、兵器が発達し、むかし備えた砲は旧式となり、新しい
砲
の
装
備
と
と
も
に
そ
の
ま
わ
り
の
構
造
物
も
、
あ
た
ら
し
く
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
そ
の
た
め
野
に
ふ
か
い
堀
を
掘
り
、
砲
門
の
ま
わ
り
に
レ
ン
ガ
を
め
ぐ
ら
し
堅
牢
に
し
た
。
砲
台
に
駐
屯
す
る
兵
士
の
数
は
、
ふ
だ
ん
は
四
百
名
ほ
ど
だ
が
、
的地へむかった。
ま
と
馬
六
頭
に
ひ
か
れ
た
野
砲
四
門
が
試
射
場
に
ひ
き
だ
さ
れ
る
と
、
約
七
五
○
メ
ー
ト
ル
、
’
’
五
○
メ
ー
ト
ル
の
各
距
離
に
的
を
お
い
て
数
十
発
発
射
さ
れ
た
。
こ
の
あ
と
的
を
四
頭
の
馬
に
ひ
か
せ
て
射
っ
た
り
、
弾
の
速
度
を
は
か
る
実
験
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
。
試
射
の
見
物
を
お
え
た
一
行
は
、
士
官
用
の
食
堂
で
昼
食
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
、
の
ち
馬
車
で
ブ
ラ
ス
カ
ッ
ト
の
駅
に
も
ど
る
と
、
汽
車
に
の
り
つ
ぎ
の
目
す
で
に
昨
日
の
朝
、
か
れ
ら
は
ア
ン
ベ
ル
一
足
を
と
め
、
州
知
事
の
あ
い
さ
つ
を
う
け
た
。
汽
車
は
王
室
の
専
用
車
で
あ
り
、
そ
こ
に
王
室
の
貴
顕
が
何
人
か
の
っ
て
い
た
。
使
節
一
行
は
、
試
射
実
験
を
見
学
す
る
た
め
に
プ
ラ
ス
カ
ッ
ト
の
試
射
場
に
お
も
む
い
た
。
か
れ
ら
は
四
時
半
に
ア
ン
ベ
ル
ス
に
戻
っ
た
が
、
す
ぐ
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
い
ま
ベ
ル
ギ
ー
の
主
だ
っ
た
都
市
を
お
と
ず
れ
て
い
る
曰
本
使
節
は
、
ア
ン
ベ
ル
ス
を
訪
れ
る
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
す
で
に
昨
日
の
朝
、
か
れ
ら
は
ア
ン
ベ
ル
ス
に
ち
ょ
っ
と
の
間
姿
を
み
せ
た
。
日
本
使
節
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
よ
り
ブ
ラ
ス
カ
ッ
ト
に
お
も
む
く
と
き
、
国
鉄
の
駅
で
’九一○年）によると、ブラスカット村のちかくにある試射場は、規模の大きなもので、陸軍
》
る
さ
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
。
岩倉一行のブラスカット行について、『ル・プレキュルスール・ダンベール』紙（一一・二一付）
214（17）
らの訪問をうけ、歓談した。
こ
た
は
な
は
だ
は
げ
し
こ
の
曰
の
寒
さ
は
、
よ
ほ
ど
堪
え
た
も
の
か
、
木
戸
は
「
今
曰
寒
気
甚
烈
」
（
「
曰
記
』
）
と
し
る
し
て
い
る
。
木戸によると、」
周布（公平？）
二月二十一日。晴。
朝
、
岩
倉
一
行
は
、
ド
・
フ
ロ
ー
テ
、
ジ
ョ
リ
ー
中
佐
ら
の
卓
こ
の
曰
は
、
前
曰
と
お
な
じ
よ
う
に
凍
て
つ
く
よ
う
に
寒
く
、
「実記』は、つぎのようにいう。
ま
ち
リェージュはベルギー東部に位置し、ブリュッセルの東南東九○キロ、ムーズ川沿岸にそってある工業、河港の市である。
米
田
某
河野（光太郎？）
小
倉
（
処
平
？
）
：
：
：
明
治
三
年
、
学
制
取
調
の
た
め
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
。
の
ち
西
郷
軍
に
投
じ
、
戦
死
。
もどるために下車しなかった。
ご
と
ぎ
よ
う
か
ん
え
ん
と
そ
う
じ
ゆ
てつ
朝八時ヨリ、例ノ如ク蒸気車二上リテ、東微南二走ル、此曰暁寒ニテ、沿途ミナ積雪アリ、電信ノ線、叢樹ノ枝、ミナ氷東リ雪撤シテ、玉ヲ
た
ざ
ん
か
３
ぜ
つ
結上柱ヲ低し、万木千草ミナ銀花［雪の形容］ヲ開キテ、車中ノ眺メ奇絶ナリ［ひじ・ように変っている］
（マイル）
ば
ん
せ
つ
（中略）進行スル五十四英里ニテ、十時半二「リッチ」府［リェージュ］ノ駅二達ス、此辺二達スルコロョリ、地上二斑雪［まだらの雪］ヲ
け
だ
ち
か
ら
ミ
ス
、
蓋
シ
北
海
ノ
風
ニ
テ
雪
「
フ
送
り
、
此
二
達
セ
ス
シ
テ
カ
絶
へ
タ
ル
ナ
リ
ホ
テ
ル
に
も
ど
っ
た
の
は
、
午
後
六
時
ご
ろ
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
夕
食
後
、
木
戸
は
ジ
ョ
リ
ー
中
佐
ら
の
案
内
で
、
ガ
ラ
ス
エ
場
や
製
鉄
所
を
見
学
す
る
た
め
に
リ
ェ
ー
ジ
ュ
に
む
か
っ
た
。
て
つ
く
よ
う
に
寒
く
、
車
窓
に
は
降
り
つ
も
っ
た
雪
が
み
ら
れ
、
樹
木
の
枝
ま
で
が
凍
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
□
(18）２１３
ベルギーにおける岩倉使節団
ソ
ー
ラ
ン
村
と
は
、
こ
ん
に
ち
の
セ
ラ
ー
「ワルサル会社：…・」とは、ヴァル。
こ
の
ガ
ラ
ス
エ
場
は
イ
ギ
リ
ス
人
の
ジ
ョ
ど
を
つ
く
っ
て
い
た
。
こ
の
あ
と
一
行
は
、
’
’七年に創設したもので、’九ニェー」
こ
こ
で
つ
く
ら
れ
る
品
々
は
、
車
輪
・
車
挫
には蒸気を動力とする大ハンマー（大』
に
あ
る
炭
坑
か
ら
堀
り
だ
さ
れ
、
坑
夫
は
千
一
岩倉一行は、製鉄所で昼食を供され、
『レコ・デュ・パルルマン』旧国百香。〔
走って、
当時の人口は、約十万六千。ベルギーで四番目に大きい市である。
「実記」によると、リェージュの駅に着いた岩倉一行は、馬車に分乗しムーズ河に沿ってさかのぼり、大橋を渡り、さらに何キロか
「ソーラン村」ノ
に至ったという。
曰
本
使
節
ら
は
、
き
の
う
十
時
半
に
特
別
列
車
で
リ
ェ
ー
ジ
ュ
に
到
着
し
、
コ
ッ
ヶ
リ
ル
の
壮
大
な
工
場
群
を
見
学
す
る
た
め
に
、
セ
ラ
ン
に
直
行
し
た
。
社
長
の
サ
（応）
ド
ワ
ヌ
氏
は
、
｜
行
を
待
ち
か
ま
え
て
お
り
、
か
れ
壱
わ
に
食
事
を
出
す
は
ず
で
あ
る
。
も
し
時
間
が
あ
れ
ば
、
使
節
ら
は
ヴ
ァ
ル
・
サ
ン
・
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
製
造
所
を
お
と
ず
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ギ
ュ
マ
ン
駅
に
も
ど
っ
た
ら
リ
ェ
ー
ジ
ュ
に
寄
ら
ず
に
、
す
ぐ
特
別
列
車
で
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
も
ど
る
は
ず
で
あ
る
。
、
こ
ん
に
ち
の
セ
ラ
ン
（
リ
ェ
ー
ジ
ュ
の
南
六
キ
ロ
、
い
ま
は
鉱
工
業
都
市
）
の
こ
と
で
あ
る
。
．
」
と
は
、
ヴ
ァ
ル
・
サ
ン
・
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
製
造
所
の
意
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
人
の
ジ
ョ
ン
・
コ
ッ
ヶ
リ
ル
ニ
七
九
○
～
’
八
四
○
）
が
設
立
し
た
も
の
で
、
コ
ッ
プ
・
酒
ピ
ン
・
薬
ピ
ン
・
飲
食
器
な
こ
の
あ
と
一
行
は
、
コ
ッ
ヶ
リ
ル
の
製
鉄
所
を
お
と
ず
れ
た
。
同
社
は
、
ガ
ラ
ス
エ
場
を
つ
く
っ
た
ジ
ョ
ン
・
コ
ッ
ヶ
リ
ル
が
、
’
八
の
で
、
’
九
二
エ
ー
カ
の
敷
地
に
大
小
の
建
物
が
建
っ
て
い
た
。
品
々
は
、
車
輪
・
車
軸
・
車
床
・
鉄
板
・
レ
ー
ル
な
ど
で
あ
り
、
曰
に
九
千
人
ほ
ど
の
従
業
員
が
工
場
に
出
入
り
し
て
い
た
。
工
場
内
る
大
ハ
ン
マ
ー
（
大
き
い
も
の
は
一
五
ト
ン
も
あ
る
）
が
あ
り
、
石
炭
の
消
費
量
は
、
曰
に
一
千
ト
ン
に
も
お
よ
ん
だ
。
石
炭
は
構
内
は
り
「ワルサル」会社ノノ玻潔［ガラスの古称］製造場
ン
マ
ー
（
大
き
い
も
の
は
二
．坑夫は千五百人もいた。
、
夜
八
時
ま
え
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
ホ
テ
ル
に
も
ど
っ
た
。
畳喘ぎ室の言の三紙（一一・一一一一付）は、曰本人一行のリェージ
１訪問をつぎのように伝えている。
212（19）
こ
の
曰
、
岩
倉
と
木
戸
の
各
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
行
動
を
と
っ
た
。
岩
倉
一
行
は
、
ベ
ル
ギ
ー
南
西
部
に
あ
る
諸
工
場
を
、
木
戸
一
行
は
ブ
リ
ュ
ッ
セル市内にある諸工場を巡覧した。『実記』は、つぎのようにいう。
視察をおえた岩倉一行は、同曰の五時ごろブリュッセルのホテルにもどり、木戸一行は午後四時すぎに帰館している。
この曰、岩倉大使に随行したのは、曰本側から大久保・伊藤・山口のほか、通訳（曰本人？）らであり、ベルギー側からはデ・プロ
一一月一一十二曰。くもり。
一方、ブリュッセルの木戸一行の動向については、
同
行
者
は
、
外
務
省
の
局
長
で
駐
日
公
使
に
就
任
す
る
ド
・
フ
ロ
ー
テ
氏
、
な
ら
び
に
参
謀
本
部
の
中
佐
で
男
爵
の
ジ
ョ
リ
ー
氏
で
あ
る
。
州
知
事
の
ル
ー
ズ
マ
ン
ス
（旧）
（Ⅳ）
氏、および州書記らが、一一打がリエージュに立ち寄ってくれたことに対する礼をのべるために、ギュマン駅におもむいた。
朝
九
時
ヨ
リ
、
例
ノ
如
ク
、
［
板
ガ
ラ
ス
］
ノ
製
作
ヲ
ミ
ル
（中略）是ヨリ約二英困
む
ら
い
う
わ
い
お
く
邑
ト
云
、
人
家
ハ
多
ク
倭
屋
（中略）「カントスラン》
は
じ
め
プ
リ
ッ
キ
（旧）
そ
れ
よ
せ
ざ
首二鍍錫鎮器ノ製造場［木戸のいう「食器の製作所」］、ドロイェ、マッソン両氏の工場二至ル．（中略）夫ヨリ寄木細工場、タソンとワシェル
（四）
は
り
両
氏
の
工
場
二
至
ル
（
中
略
）
夫
ヨ
リ
針
製
作
場
［
不
詳
］
二
至
ル
是ヨリ約二英里ヲ駆シテ、「フロピデンス」［プロヴィダンスの誤り］ノ製錬場一一至ル、
わ
い
お
く
こ
う
人
家
ハ
多
ク
倭
屋
［
小
さ
な
家
］
ナ
リ
、
途
上
二
石
炭
礦
［
炭
坑
］
ヲ
、
、
、
ル
、
又
錬
鉱
モ
ァ
リ
ト
云
「
カ
ン
ト
ス
ラ
ン
パ
１
」
［
シ
ャ
ト
リ
ノ
ー
の
誤
り
か
？
］
氏
会
社
の
薄
板
玻
醗
製
造
所
一
一
至
ル
。
マ
マ
蒸
気
車
ニ
テ
、
西
北
方
二
走
り
、
「
フ
ラ
イ
ン
」
府
［
不
詳
］
ヲ
ス
キ
、
「
ク
ロ
セ
ー
」
［
ク
ル
セ
ル
の
誤
り
］
村
駅
二
至
り
、
板
玻
潔
此処ヲ「マルシーネ」［マルシェンヌの誤り］
(20）２１１
ベルギーにおける岩倉使節団
一行はテオフィル・ジアンヌ宅で昼食を供され、そのあとパリス・イサアク氏やクイェおよびシャトリノ両氏の工場をおとずれた、
（卯）
と
い
っ
た
記
事
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
何
の
工
場
な
の
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
お
そ
ら
く
ガ
ラ
ス
エ
場
で
あ
っ
た
も
の
か
。
当曰の曰本人の風貌をスケッチした記事が、『ジュルナル・ド・シャルルロワ」舌臣ミミＳＣ言言三紙（一一・一一一一一付）に出ている
摩法などを見学した。
岩
倉
一
行
が
、
ベ
ル
ギ
ー
南
西
部
に
あ
る
ク
ル
セ
ル
（
シ
ャ
ル
ル
ロ
ワ
の
北
北
西
）
村
の
駅
に
到
着
し
た
の
は
午
前
九
時
半
ご
ろ
の
こ
と
で
、
駅
に
は
ガ
ラ
スエ場の社長マルモルが馬車とともに一行を出迎えた（「ジュルナル・ド・シャルルロワ』紙、｜｜・一一三付）。｜行がおとずれた工場は、
け
い
さ
従
業
□
貝
が
一
一
五
○
名
ほ
ど
の
規
模
の
も
の
で
、
か
れ
ら
は
構
内
で
珪
砂
・
炭
酸
ソ
ー
ダ
・
石
灰
な
ど
を
混
ぜ
、
そ
れ
を
高
温
で
熔
解
す
る
方
法
、
ガ
ラ
ス
の
研
ので紹介しておこう。
む
が
い
一
行
は
プ
ロ
ヴ
ィ
ダ
ン
ス
の
従
業
員
八
百
人
ほ
ど
の
、
鉄
工
場
の
ひ
、
と
っ
を
お
と
ず
れ
た
。
そ
の
工
場
で
つ
く
っ
て
い
た
も
の
は
、
無
蓋
貨
車
や
鉄
道
の
レ
ー
ル
な
ど
で
あ
る
。
－テ、ジョリー中佐（男爵）・ダントン（男爵）・―
た
の
は
、
諸
工
場
を
案
内
し
、
説
明
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
板ガラス｜メートル四方の値段は、
こして売っているとのことで．あった。
ガ
ラ
ス
エ
場
の
見
学
を
お
え
た
一
行
は
、
テ
オ
フ
ィ
ル
・
冠
ロ
ワ
の
ち
か
く
に
あ
る
鉄
鋼
・
機
械
の
村
）
に
お
も
む
い
た
。
つ一つ
日本人は、圧延や槌打ちなどにひじょうに興味を示した（『ジュルナル・ド・シャルルロワ」紙、一一・一一一一一付）
五
○
フ
ラ
ン
ほ
ど
で
あ
り
、
パ
リ
製
の
鏡
は
ク
ル
セ
ル
の
ガ
ラ
ス
を
用
い
、
そ
れ
に
水
銀
を
塗
り
、
装
飾
を
ほ
ど
ユ
ル
セ
ル
（
伯
爵
）
ら
の
ほ
か
、
技
師
パ
ビ
ュ
・
デ
ー
・
マ
レ
ス
が
同
行
し
た
。
後
者
が
付
き
添
っ
・
ジ
ア
ン
ヌ
と
ジ
ュ
ー
ル
・
ジ
ア
ン
ヌ
両
氏
に
案
内
さ
れ
て
、
馬
車
で
マ
ル
シ
ェ
ン
ヌ
（
シ
ャ
ル
ル
210（21）
ブリュッセル市内の工場を数カ所見学におとずれた木戸一行の動向については、『ジュルナル・ド・リェージュ」紙（一一・二四付）
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。
この曰、ベルギー外務省において、岩倉大使は、条約改正問題や曰本の近代化に対してベルギーが果せる貢献について、事務局長の
ランベルモン男爵と会談をおこなった。会談に出席したのは、岩倉や山口らであり、木戸・大久保・杉浦・田中・久米らは、ベルギー
同曰の夕刻六時、〒
テ
ル
に
も
ど
っ
た
の
は
、
一一月二十三曰。雪。
こ
の
曰
、
ベ
ル
ギ
ー
例
使
節
ら
の
顔
つ
き
に
、
と
く
に
お
ど
ろ
か
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
だ
れ
も
が
日
本
人
と
は
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
人
種
か
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本
人
の
表
情
は
、
ひ
じ
ょ
う
に
動
き
に
富
ん
で
い
る
。
か
れ
ら
の
目
は
生
き
生
き
と
し
、
輝
い
て
い
る
。
顔
色
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
褐
色
で
あ
る
。
け
れ
ど
使
節
の
ひ
と
り
は
、
ひ
と
き
わ
黄
色
が
目
だ
っ
て
い
る
（
中
略
）
。
日本人は、洋装である。中には本物の紳士のように、モーニングコートを楽々と着こなしている者もいる。最年少のものは、フランス語や英
語をすらすらと話す。
内務省の局長キント氏の案内をうけた日本使節は、土曜日にブリュッセルのアストロノミ街にある、タソンとワシェル両氏の工場をおとずれ
た
。
か
れ
ら
は
こ
の
会
社
が
王
室
の
た
め
に
製
作
し
て
い
る
寄
木
細
工
や
ウ
ィ
ー
ン
の
博
覧
会
用
の
さ
ま
ざ
ま
な
家
具
、
こ
と
に
リ
ェ
ー
ジ
ュ
で
つ
く
っ
て
い
る
武
器
の
た
め
の
細
工
物
な
ど
に
感
心
し
た
。
か
れ
ら
は
機
械
を
用
い
て
つ
く
る
細
工
物
に
大
き
な
興
味
を
し
め
し
た
。
そ
の
あ
と
一
行
は
、
レ
ヶ
ン
街
の
車
体
業
者
ジ
ョ
ン
ズ
氏
の
工
場
や
鉄
道
の
た
め
の
用
具
を
つ
く
っ
て
い
る
ベ
ル
ギ
ー
協
会
の
工
場
な
ど
を
お
と
ず
れ
た
。
使節一行は、工場でつくられ、ロシアに輸出されるすばらしい車体について、社長のシャルル・エヴラール氏に賛辞を呈する機会をえた。
使節一行はこのあと、アンベルス街にあるドロイェ、マッソン両氏の工場をおとずれ、ほうろう製の世帯道具がつくられる過程を見学した。
王宮において晩さん会がひらかれ、そのあと劇場におもむき、ワグナーの歌劇「タンホイザー」を観た。一行がホ
、午前一時ごろであった。
(22）２０９
ベルギーにおける岩倉使節団八
十
八
歳
）
と
も
会
っ
た
。
木戸は、「コロンネス
’八一五年六月十八曰、ナポレオンにひきいられたフランス軍（七万二千）は、イギリスやプロイセンその他の軍隊からなる連合軍
（
約
一
三
万
）
と
戦
い
、
破
れ
た
。
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
周
辺
は
、
平
坦
な
野
で
あ
り
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
樹
林
や
農
家
が
み
ら
れ
た
。
ら
の
案
内
に
よ
り
、
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
古
戦
場
見
物
に
で
か
け
た
。
木戸一行は、鉛色の空のもと馬車でワーテルロー（ブリュッセルの南南東一六キロ）にむかった。ワーテルローまでの街道は、雪が
ふ
っ
た
あ
と
で
あ
っ
た
の
で
ぬ
か
る
ん
で
お
り
、
さ
ん
ざ
ん
で
あ
っ
た
、
と
久
米
は
「
実
記
」
に
記
し
て
い
る
。
に
留
学
中
の
木戸一行がおとずれた所は、
や
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
司
令
部
な
ど
で
あ
る
。
一行は地図をもったガイドにつれられて諸所をおとずれるのだが、その者の父（ワーテルローの戦いに加わったもとフランス騎兵、
ま
や
は
ら
馬屋原一一郎：：：もと長州藩士。明坐
貴
族
院
議
員
と
な
る
。
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
公
の
司
令
部
…
…
い
ま
は
「
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
博
物
館
」
と
な
っ
て
い
る
。
ライオン像の丘：：…：：：…：高さ四五メートルの丘の頂上に、ライオン像がある。この丘は一八一八年につくられた。『実記』で
た
か
っ
か
は、この丘を「一百両塚」と呼んでいる。
周布公平：：：…前出。
マ
マ
（
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
）
午前九時ヨリ馬車ニテ、西走スル十一一英里ニテ、「ウァトルロー」村二至ル
し
た
た
（Ⅲ）
「コロンネスホーナルにて食事を認め四字帰寓」と日記にしるしている。「コロンネスホテル」とは、ライオン像の丘のふもと
明
治
三
年
二
八
七
○
）
法
学
を
研
究
す
る
た
め
に
ベ
ル
ギ
ー
に
留
学
。
の
ち
判
事
、
地
方
裁
判
所
長
を
歴
任
し
、
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『
実
記
』
に
よ
る
と
、
当
時
の
ア
ン
ベ
ル
ス
の
人
と
の
う
吐
納
［
出
し
入
れ
］
す
る
市
」
で
あ
る
、
と
い
う
。
こ
の
曰
は
、
岩
倉
一
行
は
ベ
ル
ギ
ー
を
←
学
し
た
の
ち
、
首
都
ハ
ー
グ
を
目
ざ
し
た
。
『実記』は、つぎのようにいう。
む
か
い
、
当
地
に
は
九
時
五
○
分
に
着
い
た
、
｜行は駅で、市長のド・ワール、州楴
そのあと、
に
あ
る
「
ホ
テ
ル
・
デ
。
二
月
二
十
四
曰
。
雪
。
市
は
、
ス
ヶ
ル
デ
川
河
口
よ
り
八
八
キ
ロ
上
流
の
右
岸
に
位
置
し
、
十
五
世
に
は
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
有
数
の
貿
易
港
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
（皿）
『ジュルナル・ド・リェージュ」紙（一一・一一六付）によると、岩倉一行はソヴィニェ氏（国鉄の視察官）に案内されてアンベルスに
こ
の
曰
は
、
岩
倉
一
行
は
ベ
ル
ギ
ー
を
あ
と
に
し
、
付
埋-〆
（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
）
朝九時ヨリ「フロッセル」府。／発ス、接待掛リミナ送り来リ、
及
上
将
士
、
駅
マ
テ
迎
へ
、
馬
車
ニ
テ
其
砲
台
一
一
至
ル
、
（胆）
使節らは、五台の馬車にのると、海軍の施設、市の美術館やおもな建造物などをおとずれた（『ジュルナル・ド・リエージュ』紙、二・一一五
・ド・リェージュ」紙（一一・二六
は
九
時
五
○
分
に
着
い
た
、
と
あ
る
。
当
時
の
ア
ン
ベ
ル
ス
の
人
口
は
、
約
一
二
万
七
千
。
ア
ン
ベ
ル
ス
は
、
ベ
ル
ギ
ー
で
唯
一
の
港
町
で
あ
り
、
こ
の
国
の
「
物
産
ノ
コロンヌ」のことであろう。
州知事のペク、 つぎ
の
訪
問
国
オ
ラ
ン
ダ
に
む
か
っ
た
。
途
中
、
ア
ン
ベ
ル
ス
で
下
車
し
、
砲
台
や
博
物
館
な
ど
を
見
将
軍
デ
ン
ス
ら
の
出
迎
え
を
う
け
た
。
（
ア
ン
ベ
ル
ス
）
お
り
一十七英里半コノ走リテ、「アンウェルフ」府二達シ、汽車ヨリ下レハ、府知事、
(24）２０７
ベルギーにおける岩倉使節団
に 留し
雲壽菫毫薑石
た
け
い
ち
岩
倉
使
節
団
に
随
行
し
た
久
米
丈
市
（
邦
武
、
紹
歳
）
は
、
帰
国
後
、
膨
大
な
量
の
記
録
や
使
節
団
の
理
事
官
た
ち
か
ら
提
出
さ
れ
た
報
告
書
な
ど
を
整
理
し
、
『
実
記
』
の
執
筆
に
着
手
す
る
の
だ
が
、
各
国
巡
歴
ち
ゅ
う
久
米
に
代
わ
っ
て
見
学
先
で
質
問
し
、
そ
れ
を
メ
モ
し
た
の
は
畠
山
義
成
（
幕
末
に
薩
摩
藩
留学生としてロンドン大学、ついでアメリカのラトガース・カレッジなどで法律や政治学をまなぶ）であった。
「実記』の構成をみると、はじめに訪れた国々を概観した説明（「…総説」）が来、ついで曰記風な記事がくるが、そのところどころ
木
戸
は
、
｜
行
が
ア
ン
ベ
ル
ス
を
出
発
し
た
の
は
午
後
三
時
四
十
五
分
で
あ
っ
た
、
と
い
い
、
約
一
時
間
後
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
国
境
ロ
ー
ゼ
ン
ダ
ー
ル
に
着
く
と
、
も
と
駐
曰
公
使
の
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
や
駐
曰
領
事
の
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
タ
ッ
ク
ら
に
出
迎
え
ら
れ
た
、
と
の
べ
て
い
る
。
と
い
う
。
｜
行
は
、
建
設
中
の
ド
ッ
ク
を
は
じ
め
、
砲
台
・
取
引
所
・
市
役
所
・
美
術
館
・
教
会
な
ど
を
ざ
っ
と
見
て
ま
わ
り
、
昼
食
を
ペ
ク
州
知
事
宅
で
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
の
ち
、
午
後
三
時
四
○
分
発
の
汽
車
で
ア
ン
ベ
ル
ス
を
あ
と
に
し
た
。
接
待
係
と
は
、
こ
の
と
き
駅
で
別
れ
た
。
ア
ン
ベ
ル
ス
の
『
ヘ
ッ
ト
・
ハ
ン
デ
ル
ス
プ
ラ
ッ
ト
・
フ
ァ
ン
・
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
』
起
亘
出
冒
忌
（
＆
冒
口
ま
ち
ご§」ミミ①この旨紙の「市のニュース」は、つぎのように報じている。
「実記』の構成をみると、はじめに訪れた国々
に個人的な感想や事物の説明が添えられている。
久米その人の「所感」こそ、かれの目を通して心に写った正直な印象、おもいであるだけに、研究上もっとも役立つ材料でもあるが、
日
本
使
節
の
一
行
は
、
副
官
二
名
、
通
訳
二
名
お
よ
び
王
室
の
高
官
数
名
に
案
内
さ
れ
、
王
室
の
列
車
で
今
朝
九
時
五
○
分
に
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
に
到
着
し
た
。
一
行
は
駅
で
州
知
事
の
ペ
ク
氏
、
市
長
の
ド
・
ワ
ー
ル
氏
、
州
の
軍
司
令
官
ら
の
出
迎
え
を
う
け
た
。
日
本
人
た
ち
は
洋
服
を
着
て
い
た
。
馬
車
に
の
る
と
、
港
、
ド
ッ
ク
、
美
術
館
、
取
引
所
お
よ
び
そ
の
他
の
公
共
の
建
物
を
見
学
に
お
と
ず
れ
た
。
（
中
略
）
き
ょ
う
の
午
後
、
使
節
一
行
は
オ
ラ
ン
ダ
に
む
け
て
立
つ
。
＊
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ち
く
し
「実記」は、ベルギーやオランダは、その国土の大きさと人口からいえば、筑紫［九州の称］ほどしかない、と記している。
岩
倉
使
節
団
は
、
ベ
ル
ギ
ー
を
お
と
ず
れ
た
当
初
、
こ
の
国
が
新
国
家
建
設
の
モ
デ
ル
に
な
る
ほ
ど
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
は
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ヨーロッパ巡行をおえて、改めてこの小国に注意をむけてみると、ベルギーがヨーロッパの中でも優等国であることを知るのである。
ベルギーは大国のあいだにはさまれているにもかかわらず、他国の保護や干渉をうけず、主体性をもち、独立を維持している。’八
七
○
年
代
の
人
口
は
、
お
よ
そ
五
百
九
万
人
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
独
立
国
の
な
か
で
も
も
っ
と
も
小
さ
な
国
で
あ
る
。
人
は
、
当
世
風
に
い
え
ば
、
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
で
も
あ
っ
た
。
か
れ
は
努
め
て
客
観
的
に
描
写
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
曰本は、ベル》
たかも知れない。
ら
に
命
じ
、
記
録
を
と
ら
せ
た
と
い
う
。
岩倉使節団は、フランスからベルギーに入ったとき、まず樹林がひじょうに少ないことに気づき、ついで土地は平坦であることを知
っ
た
。
入
国
時
、
か
れ
ら
は
ベ
ル
ギ
ー
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
国
な
の
か
、
ま
だ
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
は
で
き
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
多
少
な
り
と
も
ベ
ル
ギ
ー
の
輪
郭
を
心
に
描
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
語
学
通
だ
け
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
曰本は、ベルギーやオランダと同じように小国といった観点から、随員の中には、最初におとずれるベルギーに関心をよせる者がい
岩
倉
は
、
後
久
米
邦
武
杉
浦
弘
蔵
このうち視察の現場において、関係者にくわしく問いただし、とくに熱心にメモをとったのは、語学にたん能な杉浦弘蔵であった。
その杉浦の筆録と久米じしんの筆録とを突きあわせて、また理事官らの報告や諸書を参酌して成ったのが『実記』である。だから両
岩
倉
大
使
の
私
設
記
録
係
の
ベ
ル
ギ
ー
観
後曰、（のちの畠山義成）
（別）
国
民
に
も
「
ロ
ロ
鑿
ノ
実
際
」
を
つ
た
え
る
つ
も
り
で
随
員
の
、
(26）２０５
ベルギーにおける岩倉使節団
経
済
力
は
、
列
強
よ
り
も
上
で
あ
る
。
世
界
貿
易
に
お
け
る
影
響
力
も
少
な
く
な
い
。
ベ
ル
ギ
ー
国
民
は
勤
勉
で
あ
り
、
仲
よ
く
協
力
し
あ
っ
て
く
ら
し
て
いる。土地はけっして肥沃ではないし、湿地も多いが、この国には感服させられる（「白耳義国総説」）。
（妬）
「実記』にみられる各国の総説に関する記述は、おもに地理書によっており、ところどころ随□貝の見聞も差しはさんだらしい。しか
し
、
わ
れ
わ
れ
読
者
に
は
、
ど
こ
ま
で
が
参
考
文
献
の
記
述
で
あ
り
、
ど
こ
ま
で
が
個
人
的
な
そ
れ
な
の
か
、
そ
の
識
別
が
む
ず
か
し
い
。
い
ま
、
久
米
、
杉
浦
ら
現
地
報
告
者
の
摘
要
だ
け
を
記
す
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
｜
国
に
き
ま
っ
た
王
が
い
て
、
当
人
に
法
律
の
お
お
も
と
（
憲
法
）
を
託
さ
な
い
と
、
国
家
の
基
礎
は
ゆ
ら
い
で
し
ま
う
。
｜
国
に
自
主
性
を
も
っ
た
国
民
が
い
な
い
と
、
国
力
は
お
と
ろ
え
、
国
体
の
維
持
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。
ベ
ル
ギ
ー
の
憲
法
は
、
国
民
の
自
主
性
を
極
養
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
国
が
独
立
を
達
成
す
る
ま
で
、
ベ
ル
ギ
ー
人
の
生
産
性
は
ひ
く
く
、
農
作
物
を
つ
く
る
だ
け
で
、
産
鉄
道
の
建
設
は
盛
ん
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
よ
り
も
盛
大
で
あ
る
。
ね
ん
ど
よ
く
ど
ベ
ル
ギ
ー
の
土
地
は
、
粘
土
や
砂
が
多
く
、
沃
土
は
す
ぐ
な
い
の
で
あ
る
が
、
国
民
は
農
耕
に
つ
い
て
の
勉
強
を
お
こ
た
ら
な
い
。
畑
は
相
つ
ら
な
り
、
じ
ぶ
ん
の
畑
と
他
人
の
畑
を
区
分
す
る
た
め
に
、
細
長
い
く
ぼ
み
を
つ
く
っ
た
り
、
広
葉
樹
を
植
え
た
り
し
て
い
る
。
牧
場
よ
り
も
畑
の
ほ
う
業
と
い
え
ば
陶
磁
器
だ
け
で
あ
っ
た
。
あ
ぜ
畑に畝（しきり）をつくる点では、曰本Ｌ」似ている。ただ曰本と異なるのは、水田がないことである。農家は土壁でできて
お
り
、
か
わ
ら
ぶ
き
の
家
も
あ
る
。
壁
は
ひ
く
く
、
屋
根
は
大
き
い
。
曰
本
の
農
村
風
景
と
似
た
も
の
が
あ
る
。
ベ
ル
ギ
ー
国
民
の
風
習
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
風
習
と
同
じ
で
あ
る
。
が多い。
国家の盛衰は、政治』
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
最
近
で
は
、
国
民
の
ほ
ぼ
半
数
が
、
農
業
や
製
造
業
に
曰
々
は
げ
ん
で
い
る
。
ベ
ル
ギ
ー
の
立
憲
君
主
制
は
、
他
の
王
国
の
も
の
と
異
な
っ
て
お
り
、
国
民
の
自
主
性
に
い
た
っ
て
は
共
和
国
よ
り
も
ま
さ
っ
て
い
る
。
国
家
の
盛
衰
は
、
政
治
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
国
民
の
一
致
団
結
、
協
力
関
係
に
左
右
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
だ
か
ら
政
府
は
、
国
民
を
反
映
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、力の意と△肉）解せられるという。
す
な
わ
ち
、
ベ
ル
ギ
ー
国
民
が
』
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
の
小
国
が
、
独
立
や
｛
久米がその答えとして考えたのは、「必ズャ
（妬）
能ク中立ヲ守ルヲ得ン」という｝」とであった。
『
実
記
』
を
じ
っ
さ
い
執
筆
し
た
久
米
邦
武
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
中
で
等
閑
視
で
き
な
い
の
は
、
ア
ン
ベ
ル
ス
の
近
郊
ブ
ラ
ス
カ
ッ
ト
村
の
ち
か
く
に
あ
る試射場で野砲の実射を見学しおえたとき、かれの心に浮んだいくつかの疑問である。
ベ
ル
ギ
ー
人
は
小
国
の
民
で
は
あ
る
が
、
力
を
つ
く
し
て
よ
く
戦
う
、
と
い
う
。
ベ
ル
ギ
ー
の
ま
わ
り
に
は
大
き
な
、
国
力
の
強
い
国
が
ひ
か
え
て
い
る
の
ベルギー人は小国の民ではあるが、
で、守勢的態度をとらざるをえない。
つ
ま
り
国
家
有
事
の
と
き
、
国
境
に
強
力
な
軍
隊
を
送
り
だ
す
だ
け
の
甲
斐
性
が
な
い
と
、
中
立
な
ぞ
保
て
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
意
で
あ
る
。
（幻）
、
しかし、田中彰氏によると、この引用文は、くつな解釈もできるという。「四境一一溢ル、ノ鋭」とは、生産力を基礎にした国民の総
こ矢ノ鉾ｃ卜（・つ
最近、ベルギーでは興業が盛んなようであり、イギリスを思いださせる。そのため村も町も繁盛している。
ベ
ル
ギ
ー
に
は
鉄
や
石
炭
が
豊
富
に
あ
り
、
こ
と
に
製
鉄
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
い
ち
ば
ん
盛
ん
で
あ
る
。
炭
鉱
は
こ
の
国
の
産
業
の
源
泉
で
あ
る
。
石
炭の質は、イギリス炭をのぞくと、ヨーロッパでもっとも質が高い。
も
っ
と
も
盛
ん
な
産
業
は
、
製
鉄
で
あ
り
、
つ
い
で
紡
績
（
綿
花
・
亜
麻
）
や
ガ
ラ
ス
製
造
な
ど
で
あ
る
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
市
内
に
見
ら
れ
る
大
小
の
商
店
は
、
お
互
い
ぴ
っ
た
り
と
く
っ
つ
い
て
い
る
。
街
路
は
せ
ま
く
、
不
規
則
で
あ
る
が
、
す
べ
て
石
を
敷
き
つ
め
て
あ
る
の
で
、
歩
行
や
車
行
に
と
っ
て
つ
ご
う
が
よ
い
。
市
内
に
は
、
白
い
石
や
白
壁
の
建
物
が
多
く
、
至
る
と
こ
ろ
で
白
く
か
が
や
い
て
い
る
。
夜
と
も
な
れ
ば
、
ガ
ス
灯
が
輝
き
、
パ
リ
に
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
が
「
小
パ
リ
」
と
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
ベ
ル
ギ
ー
で
唯
一
の
貿
易
港
ア
ン
ベ
ル
ス
は
、
北
海
第
一
の
良
港
で
あ
る
。
市
内
に
あ
る
ド
ッ
ク
・
砲
台
・
取
引
所
・
市
庁
舎
な
ど
、
ど
れ
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
広
壮
な
の
に
驚
か
さ
れ
る
。
ベルギー国民がお互い心をはげまし、
独
立
や
中
立
を
維
持
で
き
る
の
か
。
そ
の
ち
か
ら
よ
し
き
よ
う
「必ズャ其力能ク四境［四方の国境］
っになれば、外敵をはねのけ、中立を保てるというのであろう。換言すれば、
あ
ふ
・えい
二溢ル、ノ鋭［つよい軍隊］ナクンバ、安ンゾ［どうして］
(28）２０３
ベ
ル
ギ
ー
の
報
道
機
関
（
新
聞
）
が
、
岩
倉
ら
曰
本
使
節
団
の
こ
と
を
記
事
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
曰
本
お
よ
び
曰
本
人
に
つ
い
て
欧
文
で
書
か
れ
た
諸
団働奎已に目を通したこととおもわれるし、外交筋からも最近の曰本事情についての情報を仕入れていたものと想像される。
龍ほんの五、六年ほど前までの曰本のイメージは、世界に対して門戸をとざした、すばらしい漆器と磁器の輸出国、”幻想的な国〃の
るけそ
れ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
革
命
を
経
て
か
ら
の
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
専
制
政
治
を
廃
し
た
新
国
家
と
し
て
魅
力
に
吉
邑
ん
だ
、
詩
的
な
国
に
変
わ
っ
た
。
おポベルギー国民は、報道記事によって、曰本がおどろくべき意志とェ、ネルギーをもって、改革にまい進していることを知るのである。
峠しかし、大騒ぎをあてこむ記者からすれば、岩倉一行がチョンマゲを結び、和服を着、腰に大小を差しておとずれて欲しかったよう
セ
ン
セ
ー
シ
ロ
ン
ベ
ク
－
だ
。
誇
張
さ
れ
た
、
ぎ
わ
も
の
的
記
事
と
し
て
、
「
曰
本
人
一
行
は
洋
服
を
じ
ょ
う
ず
に
着
こ
な
す
た
め
に
、
じ
ぶ
ん
た
ち
の
頭
を
飾
っ
て
い
た
弁
髪
を
犠
牲
山
林
保
護
や
国
民
の
福
利
の
た
め
に
も
、
き
ち
ん
と
法
律
を
つ
く
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
が
、
「
全
国
ノ
利
益
ヲ
保
続
シ
、
人
民
ノ
自
由
ヲ
完
全
ニ
ス
ル
ニ
お
い
ま
す
ま
す
し
ゆ
う
み
つ
（羽）
於
一
ナ
ハ
、
政
府
ノ
配
慮
、
益
周
密
［
あ
ま
ね
く
ゆ
き
わ
た
る
］
ナ
ラ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
。
た
し
か
に
ベ
ル
ギ
ー
に
は
、
自
主
独
立
や
自
由
の
ふ
ん
い
き
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
国
民
の
自
由
や
気
ま
ま
ざ
を
野
放
図
に
み
と
め
て
い
た
の
で
、
、
は
、
ら
ち
が
あ
か
な
い
。
だ
か
ら
政
府
が
自
由
に
足
か
せ
を
か
け
る
》
」
と
は
、
国
民
の
自
由
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
（卯）
こ
の
よ
う
な
論
理
は
、
「
使
節
団
帰
国
後
の
明
治
政
府
の
あ
り
方
を
考
え
る
う
》
え
で
重
要
で
あ
る
」
と
い
う
。
「
そ
れ
は
自
立
・
独
立
の
気
概
を
含
ん
だ
ト
ー
タ
ル
な
力
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
。
ま
た
岩
倉
一
行
が
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
に
む
か
う
途
中
、
車
窓
に
み
た
広
葉
樹
と
針
葉
樹
の
林
の
交
錯
に
、
土
地
所
有
の
問
題
を
み
て
い
る
。
国
民
は
私
有
地
に
早
く
利
益
を
生
ん
で
く
れ
る
広
葉
樹
を
う
え
、
そ
れ
が
成
長
す
る
と
す
ぐ
伐
採
し
金
に
変
え
て
し
ま
う
。
ま
た
農
業
と
牧
畜
業
の
利
益
の
た
め
に
山
林
を
開
墾
し
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
成
長
ま
で
な
が
い
歳
月
を
要
す
る
針
葉
樹
の
林
は
ひ
じ
よ
う
少
な
く
、
見
か
け
て
も
官
有
地
に
か
ぎ
ら
れ
る
。
そ
お
う
じ
そ
く
ば
く
た
つ
ひ
っ
き
ょ
う
し
ゆ
う
し
ょ
う
れ
ゆ
え
、
「
山
林
樹
木
ノ
制
［
植
林
法
］
に
於
テ
ハ
、
往
時
ノ
自
由
ヲ
廃
シ
テ
、
束
縛
抑
制
ス
ル
ノ
政
度
［
き
ま
り
］
ヲ
立
ル
ー
至
リ
シ
モ
、
畢
一
見
ハ
衆
庶
れ
ゆ
え
、
「
山
林
樹
木
ノ
制
［
植
林
法
］
に
於
テ
ハ
、
《
は
か
（肥）
［多くのひと］ノタメニ、、水利ヲ図レル所ナリ」
三
ベ
ル
ギ
ー
側
は
、
日
本
お
よ
び
岩
倉
大
使
一
行
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
か
と
い
う
。
202（29）
文書）。
その留学生（下士官待遇）は、とても頭がよく、仲間の兵や上官からも愛されていた。
か
れ
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
あ
る
娘
と
恋
仲
に
な
っ
た
。
そ
の
娘
は
相
手
の
男
と
再
会
で
き
な
い
と
お
も
い
、
か
た
み
に
髪
を
切
っ
て
く
れ
、
と
い
っ
た
。
男
は
た
め
ら
わ
ず
じ
ぶ
ん
の
髪
（
弁
髪
）
を
切
り
、
そ
れ
を
娘
に
あ
た
え
た
。
男
は
帰
国
す
る
と
、
砲
兵
将
校
と
な
っ
た
。
ベ
ル
ギ
ー
娘
の
ほ
う
は
、
か
た
み
に
もらった髪を大切にもっている、という（『ジョルナル・ド・シャルルロワ』紙、二・’八付）。
にした」（『ジュルナル・ド・シャルルロワ』二・’八付）紙、といったものまであった。
じ
っ
さ
い
ベ
ル
ギ
ー
に
や
っ
て
来
た
一
行
を
み
た
と
き
の
印
象
は
、
”
勇
猛
な
連
中
“
と
い
っ
た
う
わ
さ
と
は
ち
が
っ
て
、
お
と
な
し
い
紳
士
た
ち
で
あ
っ
た。「曰本人はメモをたくさん取り、口数も少なく、あいさつもあまりしなかった」という。
岩
倉
一
行
を
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
み
な
若
々
し
く
み
え
た
が
、
近
く
で
み
る
と
、
「
疲
れ
た
表
情
を
し
、
し
わ
の
刻
ま
れ
た
涌
巴
（
『
ジ
ュ
ル
ナ
ル
・
ダンヴェール」舌巨ヨミロ唇§①嵐紙、一一・一一三付）をしていた、という。おそらく長期にわたる旅ゆえに、疲労の色をかくせなかつ
た，ものであろう。
岩倉一行にっ吟
岩倉一行につい｝
ほ
ど
は
定
か
で
な
い
。
一国を代表する使節団がやってくるとなれば、どの国も相応の礼をつくすのがふつうであり、ベルギー政府もこの点でぬかりはなか
ったようだ。岩倉使節団にみせる諸施設について、外務省はあらかじめ関係省庁に見学先のリストをつくらせていた（ベルギー外務省
軍
事
学
を
ま
な
ぶ
た
め
に
く
っ
た
、
と
い
う
話
で
あ
る
。
四
岩
倉
大
使
に
対
す
る
ベ
ル
ギ
ー
政
府
の
反
応
ベ
ル
ギ
ー
側
は
、
使
節
団
の
訪
問
目
的
が
、
つや
つ
い
て
は
、
堅
い
記
事
ば
か
り
が
報
道
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
中
に
は
艶
事
に
ち
か
い
記
事
ま
で
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
真
偽
の
、
、
、
、
ル
ギ
ー
陸
軍
に
派
遣
さ
れ
た
若
い
曰
本
の
留
学
生
（
氏
名
不
詳
）
が
、
帰
国
に
さ
い
し
て
、
恋
人
に
じ
ぶ
ん
の
髪
の
ふ
さ
を
贈
(30）２０１
ベルギーにおける岩倉使節団ら
四
名
が
出
席
し
た
。
通
訳
は
栗
本
が
行
な
っ
た
。
イギリス政府は、曰本との友好関係の継続上、曰本に早く秩序と正義が根付くことを望んでいた。外相グランヴィルは、条約改正の
（皿）
対日交渉において、駐曰公使パークスの判断に全幅の信頼をおき、かれにこの問題の処理を一任した感がある。
（皿）
曰本とベルギーとの会談は、明治六年（’八七一二）一一月一一十一一一曰、ブリュッセルの外務省において一回のみ行なわれた。
な
ど
で
あ
っ
た
。
え
て
い
る
。
イギリス政府は、これまでの岩倉大使とのこ‐
で
は
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
側
に
と
っ
て
の
不
満
と
は
、
三
条
約
改
正
の
予
備
交
渉
であることを、駐曰ベルギー公使館や諸外国の機関（外務省）などから入る情報によって知っていた。
外国の機関といえば、たとえばイギリス外務省は、それまでに行なった岩倉との会談のもよ》っを文面にして、ベルギー外務省にった
と
も
み
（正使）特命全権大使…・…：岩倉具視
な
お
よ
し
（副使）外務少輔：：…：：：：山口尚芳
や
す
か
ず
（｜等書記官）外務少丞：：：田辺太一
（
二
等
書
記
官
）
？
：
：
…
：
栗
本
貞
次
日本側からは、
二
現
地
視
察
使
節
本
来
の
目
的
に
つ
い
て
、
説
明
が
足
り
な
い
日
本
政
府
の
考
え
や
願
望
に
つ
い
て
の
説
明
不
足
国
王
へ
の
国
書
奉
呈
？：：．…・栗本貞次郎
こ
れ
ま
で
の
岩
倉
大
使
と
の
こ
と
ば
の
や
り
取
り
か
ら
、
日
本
側
全
権
に
不
満
こ
そ
お
ぼ
え
て
も
、
け
っ
し
て
会
談
に
満
足
し
た
わ
け
200（31）
ら三名が出席した。
以
下
、
会
談
は
ラ
ン
ベ
ル
モ
ン
に
先
導
さ
れ
た
か
た
ち
で
進
ん
だ
。
お
も
む
き
岩倉は、使命の趣や、封建制が廃止され、天皇を中心とする体制にもどった｝」とを伝えた。これに対して、ランベルモンは曰本にお
いて行なわれたいくつかの改革には感心した、といい、つぎのように語った。
１１上二方が、この会談の目的のひとつと見ているのは、閣下にわがベルギーについて意見をのべて欲しいということです。
ラ
ン
ベ
ル
モ
ン
は
、
岩
倉
の
本
意
（
条
約
改
正
交
渉
）
に
一
顧
を
も
与
え
な
い
か
の
よ
う
に
、
ま
く
し
立
て
、
話
を
進
め
た
。
ｌ
わ
が
国
は
、
中
立
な
の
で
す
。
つ
ま
り
わ
が
国
は
、
他
国
間
の
戦
争
に
は
い
さ
さ
か
も
加
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
．
わ
が
国
に
は
軍
艦
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自
衛
の
た
め
の
軍
隊
が
一
万
人
と
城
砦
が
あ
り
ま
す
。
閣下と他の使節団の方々は、わが国の産業のいくつかをご覧になりました。われわれは友邦にとって役に立つものをもってお
りますし、そのためいっそう友邦に援助の手を差しのべたいとおもっております。結果として生じる危険をも辞さぬつもりです。
ま
ず
ラ
ン
ベ
ル
モ
ン
は
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、
岩
今
の現状について語ってもらうことを提案した。
外
務
大
臣
は
健
康
が
す
ぐ
れ
な
い
た
め
に
欠
席
し
、
ラ
ン
ベ
ル
モ
ン
男
爵
が
そ
の
代
役
と
な
っ
た
。
この曰の会談は、ほとんど岩倉とランベルモンとの間で行なわれ、他の者は終始黙々として双方の議論を聞いていたようである。
ま
ず
ラ
ン
ベ
ル
モ
ン
は
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、
岩
倉
の
信
任
状
を
よ
み
、
つ
い
で
曰
本
と
ベ
ル
ギ
ー
間
に
存
在
す
る
諸
関
係
に
つ
い
て
語
り
、
さ
ら
に
曰
本
ｌ
わ
が
国
に
対
す
る
ご
好
意
に
は
感
謝
い
た
し
ま
す
。
わ
が
国
も
貴
国
と
お
な
じ
よ
う
に
工
業
国
に
な
り
た
い
と
お
も
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
ベルギー側からは、
り
ま
す
し
、
そ
の
」
これに対して岩倉は、
特
命
全
権
大
使
（
外
務
省
の
事
務
局
長
）
：
…
・
ラ
ン
ベ
ル
モ
ン
男
爵
（マルー）
大蔵大臣…：：：：：……：：……：…：：：：ジュレー・マロー
駐曰ベルギー公使……：：：……・………：シャルル・ド・フローテ
(32）１９９
団伽ランベルマ
龍岩倉にとつ
るけ
渉
に
入
り
、
新
お北〈云談を終一え
畔は閣下とおな
く
な
お
、
曰
本
岩倉にとって、最大の関心事は条約改正の仕
渉
に
入
り
、
新
条
約
を
む
す
べ
る
よ
う
に
す
る
、
と
い
会
談
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
、
ラ
ン
ベ
ル
マ
ン
は
く
と語った。
と、岩倉は、
ん
ば
か
り
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ヨーロッパ列強の援助が必要なのです。すでにいくつかの条約が期限切れになり、他の条約の期限も間じかに迫っております。
き
ず
な
われわれが帰国したら、他の列強との友情の絆を強固なものとするために、再び条約がむすばれることでしょう。
も
し
閣
下
が
よ
き
援
助
を
す
る
の
が
道
と
お
考
え
な
ら
、
い
つ
で
も
喜
ん
で
閣
下
の
ご
意
見
を
お
聴
き
い
た
し
ま
す
。
ラ
ン
ベ
ル
モ
ン
は
、
こ
の
あ
と
「
条
約
に
つ
い
て
語
る
ま
え
に
」
と
前
置
き
し
な
が
ら
、
行
政
・
財
政
・
公
共
事
業
に
つ
い
て
の
概
念
を
、
曰
本
と
ベ
ル
ギ
１とのあいだで打ち立てるべき観点から手みじかに語った。
ラ
ン
ベ
ル
モ
ン
が
語
る
話
は
、
じ
っ
さ
い
ベ
ル
ギ
ー
の
国
勢
全
般
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
か
れ
の
口
ぶ
り
は
、
行
政
、
教
育
、
軍
事
、
鉄
道
、
貿
易
、
工
業
な
ど
、
曰
本
が
近
代
化
を
進
め
る
う
え
で
必
要
な
も
の
は
す
べ
て
提
供
で
き
る
、
と
い
わ
会談を終えるにあたって、ランベ”
閣
下
と
お
な
じ
意
見
で
す
、
と
答
え
た
。
ｌ
曰
本
政
府
も
閣
下
と
お
な
じ
見
方
を
と
っ
て
お
り
ま
す
．
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
曰
本
人
に
対
し
て
は
、
す
で
に
厳
し
さ
が
い
っ
そ
う
緩
和
さ
れ
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
こ
の
状
態
が
も
っ
と
改
善
さ
れ
、
他
の
列
強
と
お
な
じ
よ
う
に
宗
教
の
自
由
に
到
達
す
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。
ラ
ン
ベ
ル
マ
ン
は
、
岩
倉
の
口
か
ら
も
れ
た
こ
の
言
葉
に
満
足
の
意
を
表
し
、
さ
ら
に
曰
本
が
自
由
政
策
を
採
る
こ
と
を
の
ぞ
ん
だ
。
岩倉にとって、最大の関心事は条約改正の件であったが、この問題について、ランベルマンは新公使に訓令をあたえ、
そ
れ
に
対
し
て
岩
倉
は
、
興
味
を
し
め
す
に
と
ど
ま
っ
た
。
つ
い
で
ラ
ン
ベ
ル
マ
ン
は
、
曰
本
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
不
並
（ベルギー）
曰
本
側
の
資
料
（
岩
倉
大
使
ト
白
国
蔵
相
ト
ノ
対
話
室
曰
）
曰
本
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
不
当
に
あ
つ
か
わ
れ
て
い
る
事
実
（
明
治
２
、
浦
上
の
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
）
に
遺
憾
の
意
を
表
す
る
と
い
っ
た
。
ル
ギ
ー
と
曰
本
と
の
き
ず
な
が
、
こ
れ
か
ら
も
途
切
れ
な
い
こ
と
を
望
み
ま
す
、
と
述
べ
る
と
、
岩
倉
で
は
、
条
約
改
正
交
渉
が
進
展
し
な
か
っ
た
の
は
、
使
節
が
「
専
決
の
権
」
二
人
で
か
曰
本
政
府
と
交
198（33）
迎
え
た
の
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ベ
ル
ギ
ー
は
海
外
に
市
場
が
ほ
し
か
っ
た
。
曰
本
に
自
国
の
製
品
を
完
、
だ
す
機
器
や
技
術
、
と
り
わ
け
機
関
車
や
車
両
や
レ
ー
ル
な
ど
を
売
り
さ
ば
く
は
け
口
Ｌ
先
に
引
い
た
「
日
本
の
使
節
た
ち
を
歓
迎
す
る
こ
と
を
ひ
じ
ょ
う
に
重
視
し
て
い
る
」
が
お
と
ず
れ
た
国
々
へ
の
対
抗
心
か
ら
で
あ
っ
た
。
人
間
２
－
（妬）
迎
一
え
た
の
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
ってに決める権利）をもたなかったとしている。そのためベルギー側は、交渉に入ってもしょうがない、と判断し、新公使に委細をっ
（羽）
た
え
て
お
く
の
で
、
曰
本
に
お
い
て
交
渉
さ
れ
る
が
よ
い
、
と
い
っ
た
と
あ
る
。
ベ
ル
ギ
ー
側
の
資
料
に
は
、
岩
倉
大
使
の
「
専
決
の
権
」
に
ふ
れ
た
こ
と
ば
は
見
ら
れ
ず
、
曰
本
側
資
料
と
の
ず
れ
が
あ
る
。
ベ
ル
ギ
ー
が
岩
倉
使
節
団
の
来
訪
に
関
心
を
も
ち
、
歓
迎
の
意
を
表
し
た
の
は
、
単
に
儀
礼
上
の
理
由
ば
か
り
で
は
な
く
、
ひ
と
つ
に
は
こ
れ
ま
で
使
節
団
（狐）
が
お
と
ず
れ
た
国
々
へ
の
対
抗
心
か
ら
で
あ
っ
た
。
人
間
の
行
動
の
う
諺
ｂ
に
は
、
つ
ね
に
動
機
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
が
、
曰
本
人
一
行
を
好
意
を
も
っ
て
岩倉ら新国家の指導者たちの目に写ったベルギーとはどのようなものであったのか。またこの小国についてかれらはどのような印象
を
も
ち
、
曰
本
の
改
革
に
な
に
か
役
立
つ
も
の
を
見
い
だ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
ず
か
八
日
間
の
駆
け
足
的
な
視
察
旅
行
で
は
、
ベ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
じ
ゅ
う
ぶ
ん
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
の
理
解
に
し
て
も
皮
相
的
で
半
解
を
ま
ぬ
が
れ
え
な
い
。
お
そ
ら
く
岩
倉
一
行
の
ベ
ル
ギ
ー
観
と
い
っ
た
も
の
は
、
｜
言
で
い
え
ば
、
施
政
の
行
き
届
い
た
、
産
業
立
国
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
か
っ
た
の
問
題
に
あ
ま
り
関
心
が
な
く
、
む
し
ろ
商
》
か
み
合
わ
ず
、
交
渉
は
先
お
く
り
と
な
っ
た
。
（妬）
すなわち、ベルギーは海外に市場がほしかった。曰本に自国の製品を売りたかった。新国家日本に着ロ□し、この国をベルギーが生み
だ
す
機
器
や
技
術
、
と
り
わ
け
機
関
車
や
車
両
や
レ
ー
ル
な
ど
を
売
り
さ
ば
く
は
け
口
と
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
先に引いた「日本の使節たちを歓迎することをひじょうに重視している」（「ガゼット・ド・モンス』紙、二・’八付）といった記事
は
、
裏
を
か
え
す
と
曰
本
市
場
へ
の
一
層
の
参
入
を
得
た
い
願
望
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
岩
倉
と
ラ
ン
ベ
ル
モ
ン
と
の
会
談
に
お
い
て
、
条
約
改
正
問
題
に
つ
い
て
踏
み
こ
ん
だ
議
論
が
行
な
わ
れ
ず
、
尻
切
れ
に
終
っ
た
の
は
、
ベ
ル
ギ
ー
側
に
こ
の
問
題
に
あ
ま
り
関
心
が
な
く
、
む
し
ろ
商
業
的
関
心
の
ほ
う
が
強
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
曰
本
側
の
外
交
的
関
心
と
ベ
ル
ギ
ー
の
商
業
的
関
心
が
ろうか。
あ
と
が
き
(34）１９７
と
し
よ
し
川路利良（一八一一一六～七○）．：：：：：…：．：：もと薩摩藩士。警保助兼大警視。警察制度の基礎をつくる。
団
も
り
か
ず
節
沼間守一（’八四一一一～九○）…：：……：……もと幕臣。司法省七等出仕。のち東京府議長。
使
た
い
ぞ
う
倉
名村泰蔵（一八四○～’九○七）………．：：・蘭通詞の名村家の嗣子となり、のちフランス語を学ぶ。横須賀造船所の建築掛をへて、
］石ブＣ
維新後司法省に出仕。後年、大審院検事長し」なァＣ・
けおに
益田克徳：：：…．．：：：：：：…：：：…：：…：：：明法大属。
ギ
こ
わ
し
井上毅（’八四四～九五）：：：…．：…：：：同右。もと熊本藩士。のち枢密顧問官。子爵。
ルベ
（羽）
ら八名からなり、明治五年八月十一一曰（’八七一一・九・’四）フランス郵船で横浜を出帆し、同年九月一一十六曰（’○・一’八）マルセ
ま
た
曰
本
銀
行
は
、
ベ
ル
ギ
ー
国
立
銀
行
を
モ
デ
ル
と
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
ベ
ル
ギ
ー
は
、
国
立
銀
行
を
創
設
す
る
と
き
、
各
国
の
中
央
銀
行
制
度
を
研
（犯）
究し、完全を期したため、かえってイギリスやフランスの中央銀行よりもすぐれている、という｝」とを知った。要路のひとびとはこれ
を
模
範
と
し
て
、
明
治
十
五
年
（
’
八
八
二
）
に
「
曰
本
銀
行
」
を
創
設
し
た
。
またベルギーは、小国ながら軍備や国防に力をそそいでいるため、明治十年代に曰本の陸軍将校らがたびたびこの国をおとずれてい
る
し
、
岩
倉
使
節
団
と
入
れ
代
わ
り
に
司
法
省
の
視
察
団
が
ベ
ル
ギ
ー
に
入
国
し
て
い
る
。
（師）
参
考
に
し
た
の
で
あ
る
。
視
察
の
成
果
は
、
す
ぐ
国
政
に
反
影
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
が
、
曰
本
は
明
治
憲
法
（
大
曰
本
帝
国
憲
法
）
を
制
定
す
る
に
さ
い
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ランスやプロシアの法律を翻訳し、研究材料としたが、明治十年代から二十年代にかけて、ベルギーの法律書や憲法を邦訳し（明治８）、
この視察団は、
こ
う
の
と
が
ま
河野敏鎌（’八四四～九五、団長格）：。：：：もと土佐藩士。司法少丞兼権大検事。佐賀の乱で江藤新平らを審理。のち伊藤内閣の
文相。子爵。
岸良兼養：…………：：：：…：：：：…………．：司法少丞兼権大検事。
鶴田皓：：：：…：…：：…：：……：：：：：：…明法助。
196（35）
（㈹）
川
路
は
、
無
口
な
ひ
と
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
と
く
に
道
楽
は
な
く
、
詩
作
と
剣
を
ま
な
ぶ
こ
と
を
唯
一
の
た
の
し
み
１
と
し
た
。
｜
行
が
マ
ル
セ
ー
ユ
に
上
陸
し
、
パ
リ
に
む
か
う
と
き
、
こ
の
謹
厳
実
直
な
人
間
は
、
た
だ
い
ち
ど
国
恥
ま
が
い
の
こ
と
を
し
で
か
し
た
。
車
中
、
に
わ
か
に
便
意
を
も
よ
お
し
、
堪
え
き
れ
な
く
な
っ
た
。
つ
い
に
曰
本
の
新
聞
紙
を
床
の
上
に
敷
く
と
、
毛
布
を
か
ぶ
り
、
他
人
の
目
か
ら
み
え
な
いようにし、その上に黄色の大きな固まりを落したのである。
ま
ん
じ
ゅ
う
っ
い
で
そ
の
ふ
か
し
た
て
の
饅
頭
を
新
聞
で
つ
つ
む
と
、
汽
車
の
窓
か
ら
外
に
す
て
て
－
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
な
に
く
わ
ぬ
顔
を
し
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
な
ら
大
し
て
問
題
と
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
パ
リ
に
着
い
た
翌
曰
、
そ
の
こ
と
が
新
聞
に
出
て
し
ま
っ
た
。
ｌ
昨
曰
、
汽
車
の
窓
か
ら
、
大
便
の
包
み
を
ほ
う
り
投
げ
た
者
が
い
る
．
そ
の
者
は
き
っ
と
曰
本
人
に
ち
が
い
な
い
．
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
を
包
ん
だ
新
聞
紙
は
、
横
文
字
で
は
な
く
、
曰
本
文
字
で
あ
っ
た
か
ら
。
（⑰）
たらしい。
－１に到着した。
川
路
が
ベ
ル
ギ
ー
入
り
を
し
た
の
は
、
三
月
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
ら
し
く
、
同
国
で
約
一
ヵ
月
ほ
ど
視
察
や
調
査
に
時
を
お
く
っ
た
。
こ
の
と
き
の
川
路
の
視
察
記
録
は
、
「
泰
西
見
聞
録
」
（
「
白
耳
義
」
の
部
分
は
二
八
枚
）
に
く
わ
し
い
が
、
か
れ
の
み
た
ベ
ル
ギ
ー
の
警
察
制
度
は
、
「
市
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
（蛆）
スと、市民と警察との強い信頼関係に特色をもつ」ものであった。
川
路
は
外
国
語
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
、
通
訳
の
名
村
泰
蔵
が
曰
本
語
に
訳
す
こ
と
ば
を
筆
録
し
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
ベ
ル
ギ
ー
滞
在
ち
ゅ
う
、
か
れ
は
主
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
い
た
も
の
か
。
と
き
に
地
方
の
諸
施
設
へ
も
出
か
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
ル
ー
ヴ
ェ
ン
（
ベ
ル
ギ
ー
中
部
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
の
ポ
リ
ス
制
度
を
調
査
研
究
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
川
路
は
、
た
め
息
左
（机）
ｌ
曰
本
の
文
字
は
不
便
ぢ
ゃ
ね
！
ｌ
昨
曰
、
汽
車
の
窓
か
ら
、
大
便
の
包
み
を
ほ
う
艫
紙
は
、
横
文
字
で
は
な
く
、
曰
本
文
字
で
あ
豆
こ
れ
を
聞
い
た
川
路
は
、
た
め
息
を
つ
い
て
い
っ
た
。
こ
の
視
察
団
の
な
か
に
川
路
利
良
の
名
が
み
ら
れ
る
が
、
同
人
の
渡
欧
の
お
も
な
目
的
は
、
曰
本
の
警
察
制
度
の
近
代
化
に
資
す
る
た
め
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一行は明治六年（’八七一一一）三月初旬までパリに滞在し、この間に警察や刑務所を視察したり、ボァソナードから法律の講義もきい
(36）１９５
ベルギーにおける岩倉使節団注
、
（
１
）
磯
見
辰
典
・
黒
沢
文
貴
・
桜
井
良
樹
共
著
『
日
本
・
ベ
ル
ギ
ー
関
係
史
』
（
白
水
社
、
平
成
元
年
九
月
）
、
’
七
頁
。
同
書
に
よ
る
と
、
「
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
テ
オ
ド
、
、
、
、
１ズ・マンテル（目可のｏＱｏの①二目芹の］の）の名前は、テオドロ・マンテルとなっている。が、誤植であろう。
川
路
は
約
一
ヵ
年
に
も
お
よ
ぶ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
（妬）
視
庁
が
設
立
さ
れ
た
（
明
治
６
．
ｕ
～
同
７
．
１
）
。
東北東二七キロ）
し
か
し
、
い
つ
｝
（妬）
建
議
書
の
な
か
で
、
警
察
の
あ
る
べ
き
姿
１
と
は
、
「
良
民
を
保
護
」
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
い
、
市
民
へ
の
行
政
的
奉
仕
を
う
た
っ
た
。
が
、
ベ
ル
ギ
ー
の
警
察
制
度
は
、
川
路
が
理
想
と
す
る
も
の
を
具
現
し
た
も
の
と
お
も
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
わ
が
国
が
、
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
学
ん
だ
も
の
は
け
っ
し
て
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
じ
よ
う
こ
マ
マ
モ
な
よ
し
此
ル
パ
ン
上
古
［
大
昔
］
ベ
ル
ギ
ー
ノ
都
ニ
テ
此
ホ
テ
ル
ド
ビ
ー
ル
ハ
八
百
年
以
前
二
栫
ヘ
タ
ル
モ
ノ
［
建
造
し
た
］
物
ノ
由
其
家
二
彫
ス
ル
人
物
今
ノ
姿
ニ
ァ
ラ
ス
か
き
よ
か
八
百
年
前
ノ
色
々
ノ
姿
ア
リ
ト
云
う
欧
州
ハ
上
古
ヨ
リ
此
広
大
ノ
家
居
［
建
物
の
意
か
］
コ
ノ
起
セ
シ
モ
ノ
歎
吾
国
二
見
サ
ル
ト
コ
ロ
も
の
も
ら
い
か
い
こ
ん
つ
か
わ
（“）
乞食体ノ物貰スルモノハ七日ノ入牢ニテ一一一ヶ月開墾地ノコロニイ［植民地］卜云フ所二道ス法ナリト云う
注
。
（
）
と
［
］
内
は
、
引
用
者
に
よ
る
。
か
ん
ご
く
○十一一時一一十分機獄［町にある
ツ
ク
様
式
の
建
物
］
見
学
ト
シ
テ
差
越
ス
ま
ち
い
つ
こ
の
古
い
市
を
お
と
ず
れ
た
４
℃
の
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
ヵ
年
に
も
お
よ
ぶ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
を
お
え
帰
国
す
る
と
、
警
察
制
度
に
関
す
る
建
議
書
を
提
出
し
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
内
務
省
と
東
京
警
にお‘もむいている。
プ
リ
ゾ
ン
・
セ
リ
ユ
レ
ー
ル
（
ル
ー
ヴ
エ
ン
）
（
オ
テ
ル
・
ド
・
ヴ
イ
ル
）
”
独
居
監
房
鍼
の
こ
と
か
］
見
学
終
り
此
ル
バ
ン
ノ
ホ
テ
ル
ド
ビ
ー
ル
［
市
役
所
’
十
五
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
後
期
ゴ
シ
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、Ｈ八Ｋ針1･靭朴・悩朴・坦朴禅｡u知朴＜製。｜＜＜○ltHl｡血11＋旧ロェハーＰ隠胖
匠くＵＯこい逆′KoninklijkeV1aamseAcademienvanBelgie，WZz"o"αJBjog7n/YSCﾉzWOo7zZe"boeﾉｾ３，，，PaleisderAcademien，
Brussel,1968,＜｣r]１１－＜｣r]H11mW猟竪。
(ヨ）ｎＨ－夢、r<・ユ・〈入垢'トヤハ､〈（却軽lfHI<iilt）昼′｜＜l1-Flltトユキハーユ遍縮-)裡繋諺Ｈ蝉。
(雪）ハキハ・ハバーミ・－Ｍトハ（｜＜｜」｢]－Ｒく）逆′マミ斗一ｅ埋辱朴紳。画期冊GuidoDeseynUDelndustrialisatievandeGentse
tuinbouw｣u≦ｏ製糖Ｈ名将･'ＩＪｅ丹Ｕ桿画（埋尋国）ｅ空枡呈Ｏ二ＩＪｅ濡客覆凋・'柵投･ｌｒ〔ﾉｰ)襲名艦,１．J十Ｍ､。
(。）粗（｡｡）elllll○|、。
(田）心一ハＨ－ｐ<・キユｐＩＸ型′｜＜''○1t卜旦トー－（Ath,論＝（夢｣Pミｅ榧図H｡○什口ｅ量）PiH侃僖′ｅ斗川会:Ｈ－ｅ判皿朴迄P－１，１１、八Ｋ
ｅ連慨廻窒朴迄（、△r〈－）Ｕ拙靭＜Ｗ｜＜Kl-qljﾋﾄ′ヒト<－－ミｅ将｣ＪＷＣ≦Ｐ、うふ＝ミ再ｅね､lﾖ仙禅ｏ役。厄くこＯ二１J逆'１１０，Ｇ
Ａ""ｉＵｅ応α舵ｄｅＪα/b"datjo〃ｄｅｓ〃sj"esCbc々e河ＪＬＺ８Ｉ７～Z92ZZ928,p68-71RJ猟竪。
囹温埋狐加岬勾押ｕ－１斗会？
（⑤函）囚の［
（肥）シャルル・ジョゼフ・パスカル・ド・ルーズマンスは、一八○八年四月二十日ティーネン（ブリュッセルの東四五キロ）に生まれ、’八八一一
年三月一一十六日リエージュで亡くなり、ナミュールのロンシャンに葬られた。弁護士を経て政界に進入し、一八六一一一年九月から一八八一一年一一一月
／へ／=、／■、
１９１８１７
、.’塁=ノ塁-／
〆■、〆■、〆~、〆=、〆■、〆■、〆■、〆￣、〆~、
３２３１３０２９２８２７２６２５２４
、-／増.〆起_ン、＝里-〆、-ノ、-ノ里-／皇.ノ
〆~、〆■、／ﾛ、／=、
２３２２２１２０
、＝ノ塁=ノ、_’、-ノ 年三月一一十六日リェージュで亡くなり、
ま
で
リ
エ
ー
ジ
ュ
州
の
州
知
事
を
つ
と
め
た
。
薑
ミ
ニ
薑
紙
（
二
・
二
二
付
）
に
、
ｌ
巨
三
…
の
宮
・
舅
…
８
三
富
三
二
三
言
…
ｍ
…
三
一
三
言
鰹
ａの忌三のこののロミミ切已のロミ『・のの蔓①ロの豈貢舌菖のの『感「、の四国『員の一一①の。とある。
き§巳忌〔〕言暑量紙（一一・一一一一一付）を参照。
アンベルス市内には、代表的な美術館がいくつかあるが、一行が訪れた美術館については明らかでない。おそらくアンベルス王立美術館、プ
ラ
ン
テ
ィ
ン
・
モ
レ
ト
ゥ
ス
美
術
館
、
ル
ー
ベ
ン
ス
記
念
館
な
ど
の
い
ず
れ
か
を
見
学
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
畝艸螂棚蝿『特命全権大使米欧回覧実記Ｈ』（岩波書店、昭和五十八年五月）、’三頁。
注（９）の一四九頁。
、
伊
写
言
冒
四
ミ
ミ
の
二
同人については、三の曰・『三口の］四勺『・ぐ旨・の□の口の、の』雷①ｌ］の⑭９回の、の．二四のの。》］①⑪『》己．①のｌ］◎○を参照。
の菌｛一○口ロ①の⑦昌一］の曰巴ロののこと。
のｓご○ご□の⑳の曰］］のロ
注（８）の三一一一頁。
注（皿）の『実記』（三）』、一九○頁。
注（〃）の一○八頁。
固四『］○日曰く】］］の｛・の肖国・ｂｐ【丙のｍ・句。円の】召○蔑・の》］目・］②．］⑭『②．（ベルギー外務省文書館蔵）
このときの曰本側の記録として、元郎団）ニテ岩倉大使卜白国蔵相トノ対話書」（『大曰本外交文書
田中彰『脱亜』の明坐
注（別）の二一六～一
往（皿）の二一七頁。
同右、一五頁。
曼帛官更のミの三紙（一一・一一五付）を参照。
の明治維新－－上石倉使節団を追う旅から』（日本放送出版協会、昭和五十九年三月）、一○七頁。
二七頁。
第
六
巻
」
所
収
）
が
あ
り
、
ベ
ル
ギ
ー
側
の
記
(40）１９１
ベルギーにおける岩倉使節団
（妬）同右。
（蛆）注（胡）を参照。
（
側
）
注
（
１
）
の
二
（仏）「川路大警視の「
（妬）注（蛆）におなじ。
〆■、〆■、
４１４０
、_ン、-／
／■、〆￣、〆￣、〆~、〆~、 〆■、〆■、
3９３８３７３６３５３４３３
塁=〆萬一ノ里_／、-ソ、＝／ 塁一ノ邑一／
三
薑三二三男三三害
（・・・・・・）ｍ
書館蔵）。
録としては、三の曰○日己巨日□ごロの８口示円のロ○の。霊○一①］］のｐ已四の口、一一の巨一の麗示ぐ『】の【］、『山・ロロニヨ】の｛の『の。①のシ｛｛巴『のの碑『目的の『の⑩。
固『巨〆の］］のｍ・の三『の］の団口『○口伊ロョワのロゴ○三》ロロく。】の①二『四○ａご巴『の①｛二】己の｛『のロ示己ロ。（の三旨『の》の①Ｏ【酔巴『の○のロの日］ＱのｏのＣの宮【（の日①ヨ
（……）巴の・国○・の三・目】弓・日・己ラョロ百『四・シ曰冨のの＆の巨『の二『四・ａご巴『の□のの・二』同日□の『の日自］ｇ・ロ・がある（ベルギー外務省文
本
稿
を
草
す
る
に
さ
い
し
て
、
国
内
外
の
諸
機
関
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
国
内
で
は
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
上
智
大
学
附
属
図
書
館
高橋雄射「川路大警視の「泰西見聞誌」日ｓ警察研究』第四十巻・第五号所収）を参照。
鈴木願堂『大警視川路利良君伝全』（東陽堂、大正元年十一一月）、一一八三～一一八四頁。
同
右
、
二
八
八
～
二
八
九
頁
。
後
者
は
、
『
日
本
・
ベ
ル
ギ
ー
関
係
史
』
（
八
六
～
九
六
頁
）
に
邦
訳
が
の
っ
て
い
る
。
「
大
日
本
外
交
文
書
第
六
巻
』
（
日
本
国
際
協
会
、
昭
和
十
四
年
六
月
）
、
九
七
頁
。
勺『・［三一］『ぐ目□の三四一一の竜①酋震言』下屡容・ミロミ昆弓》（二⑯三四百日
の】］】］呂自の①『一のｍの所収）の九○頁を参照。
（弧）の九一頁を参照。
（１）の一六二～’六十
（１）の一五九頁を参函
の一五九頁を参照。
の
一
六
二
～
’
六
九
頁
を
参
照
。
一頁。
「泰西見聞誌」㈹ｓ警察研究』第四十巻・第十号所収）より引用。 三】の①一○ロヨショのロ日目ロ向日。□のＩ少Ｚのヨシのの①ｍの日のヨ．
●
190（41）
（キリシタン文庫）をはじめ、ブリュッセルのベルギー外務省文書館、王立図書館、ゲントおよびリエージュの公文書館などの資料を利用させ
ていただいた。個人的には取材にさいして、実業家の勝山光郎氏、ルーヴェン大学のアリァン。ファン・デル・ウェルフ（研究員）、インゲポ
ルグ。フェルプランヶ女史（講師）、ウィリー・ファン・ド。ワレ教授らのご高配にあずかった。記して謝意を表します。
な
お
、
本
稿
は
平
成
十
一
年
度
法
政
大
学
特
別
研
究
助
成
金
の
成
果
報
告
の
一
部
で
あ
る
。
(42）１８９
ベルギーにおける岩倉使節団
（一八七三）
明
治
６
．
２
．
Ⅳ
晴
午
後
一
一
一
時
四
十
五
分
、
岩
倉
大
使
一
行
は
パ
リ
の
「
北
駅
」
を
発
し
、
ベ
ル
ギ
ー
に
む
か
う
。
夕
方
、
フ
ラ
ン
ス
国
境
の
村
ケ
ヴ
ィ
に
到
着
。
同
地
で
ベ
ル
ギ
ー
側
の
接
待
係
の
出
迎
え
を
う
け
る
。
午
後
九
時
半
、
モ
ン
ス
駅
に
到
着
。
こ
こ
で
エ
イ
ノ
ー
州
知
事
、
モ
ン
ス
市
長
ら
の
歓
迎
の
辞
を
う
け
る
。
そ
の
あ
と
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
む
か
う
。
午
後
十
一
時
二
十
分
ご
ろ
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
「
ミ
デ
ィ
駅
」
に
到
着
。
た
だ
ち
に
馬
車
で
「
ベ
ル
ビ
ュ
・
ホ
テ
ル
」
（
「
オ
テ
ル
・
ベ
ル
ビ
ュ
・
ェ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ド
ル
」
ロ
ワ
イ
ャ
ル
広
場
七
番
地
）
に
お
も
む
く
。
こ
の
日
よ
り
、
こ
こ
を
旅
宿
と
す
る
。
２
・
肥
晴
。
曇
天
午
後
一
時
半
、
岩
倉
大
使
ら
は
王
室
差
し
ま
わ
し
の
馬
車
に
の
り
、
王
宮
に
い
た
り
、
国
王
レ
ォ
ポ
ル
ド
ニ
世
に
謁
見
。
同
夜
、
王
宮
に
お
い
て
歓
迎
晩
さ
ん
会
と
舞
踏
会
が
催
さ
れ
る
。
２
・
田
く
も
り
接
待
係
シ
ャ
ル
ル
・
デ
・
フ
ロ
ー
テ
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
・
ジ
ョ
リ
ー
ら
の
案
内
で
ゲ
ン
ト
を
お
と
ず
れ
、
ヘ
ン
プ
テ
ィ
ン
ヌ
氏
の
綿
花
紡
績
工
場
、
ジ
ャ
ン
・
リ
ン
デ
ン
氏
の
花
園
（
植
物
園
）
、
ラ
・
リ
ス
氏
の
亜
麻
製
糸
工
場
な
ど
を
見
学
。
ソ
ワ
し
午
後
四
時
》
」
ろ
ゲ
ン
ト
を
出
発
し
、
五
時
ご
ろ
帰
館
。
同
夜
、
王
宮
で
夜
会
が
催
さ
れ
る
。
２
．
別
く
も
り
。
み
ぞ
れ
降
る
午
前
九
時
二
十
分
ご
ろ
、
接
待
係
の
案
内
で
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
を
発
し
、
ア
ン
ベ
ル
ス
郊
外
の
村
プ
ラ
ス
カ
ッ
ト
に
む
か
う
。
野
砲
の
実
射
や
砲
台
を
見
学
す
る
。
午
後
六
時
ご
ろ
、
帰
館
。
２
．
Ⅲ
晴
午
前
八
時
ご
ろ
、
接
待
係
の
案
内
で
リ
ェ
ー
ジ
ュ
に
む
か
う
。
リ
ェ
ー
ジ
ュ
に
は
午
前
十
時
半
ご
ろ
到
着
。
馬
車
で
セ
ラ
ン
（
リ
ェ
ー
ジ
ュ
の
南
六
キ
ロ
）
に
お
も
む
き
、
ヴ
ァ
ル
・
サ
ン
・
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
製
造
所
、
ジ
ョ
ン
・
コ
ッヶリルの製鉄所などを見学。
２
．
皿
く
も
り
使
節
一
行
は
二
派
に
わ
か
れ
、
視
察
に
お
も
む
く
。
岩
倉
の
グ
ル
ー
プ
は
、
ク
ル
セ
ル
村
、
マ
ル
シ
ェ
ン
ヌ
村
（
と
も
に
ベ
ル
ギ
ー
南
西
部
の
シ
ャ
ル
ル
ロ
ワ
の
近
郊
）
な
ど
を
お
と
ず
れ
る
。
岩
倉
一
行
は
、
ク
ル
セ
ル
村
の
ガ
ラ
ス
エ
場
を
見
学
し
た
年
月
日 ベル
ギ
ー
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
の
旅
程
表
天
候
事
項
188（43）
２
・
別
２
・
閉
雪 雪
のち、馬車でマルシェンヌ村におもむき、プロヴィダンスの鉄工場を見学。午後五時ごろ帰館。
｜
方
、
木
戸
の
グ
ル
ー
プ
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
市
内
の
諸
工
場
を
見
学
。
は
じ
め
ド
ロ
イ
ェ
と
マ
ッ
ソ
ン
両
氏
の
食
器
製
作
場
（
ア
ン
ヴ
ェ
ル
ス
街
）
を
お
と
ず
れ
、
そ
の
あ
と
タ
ソ
ン
と
ワ
シ
ェ
ル
両
氏
の
寄
木
細
工
工
場
（
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
街
）
、
ジ
ョ
ン
ズ
氏
の
車
体
工
場
（
レ
ヶ
ン
街
）
、
針
工
場
（
不
詳
）
な
ど
を
お
と
ず
れ
、
午
後
四
時
す
ぎ
帰
館
。
こ
の
日
、
岩
倉
大
使
は
ベ
ル
ギ
ー
外
務
省
に
お
い
て
、
ラ
ン
ベ
ル
モ
ン
（
事
務
局
長
）
、
マ
ロ
ー
大
蔵
大
臣
、
ド
・
フ
ロ
ー
木
戸
一
行
は
、
午
前
九
時
ご
ろ
馬
車
で
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
古
戦
場
見
学
に
お
も
む
く
。
岩
倉
大
使
一
行
は
、
午
前
九
時
ご
ろ
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
を
発
し
、
オ
ラ
ン
ダ
に
む
か
う
。
途
中
、
ア
ン
ベ
ル
ス
で
下
車
、
ド
ッ
ク
・
砲
台
・
美
術
館
な
ど
を
見
学
し
た
の
ち
、
ペ
ク
州
知
事
宅
で
昼
食
。
午
後
三
時
四
十
五
分
、
ア
ン
ヴ
ェ
ル
ス
を
出
発
。
約
一
時
間
後
、
ロ
ー
ゼ
ン
ダ
ー
ル
（
国
境
の
村
）
に
到
着
、
こ
こ
で
オ
ラ
ン
ダ
側
の
接
待
係
の
出
迎
え
を
う
け
る
。
この日、岩倉大使』
テ
駐
日
公
使
ら
と
会
談
。
木
戸
一
行
は
、
午
前
十
(44）１８７
ベルギーにおける岩倉使節団
PⅡ１－■P寺
・・2.$６，』
β鐸鵡;:.鉾:亨蕊}:?:ぱ゛＃ 溌錐鷲
蕊
議三…
大警視・川路利良
明治５年パリで撮影した写
真（『大警視川路利良君伝
全』より）
権少外史・久米邦武
（岩倉の私設秘書）
全権大使・岩倉具視
(東京大学史料編纂所蔵）
■■■■■■■■Ｚ岳 ＷＦ
『ジュルナル・ド・リェージュ』紙（２．１９付）
にのった岩倉一行の記事
186（45）
モンスからブリュッセル間の田園風景
（筆者撮影）
いまのモンス駅のプラットフォーム
（筆者撮影）
Ｉ
ブリュッセルの王宮
（筆者撮影）
(46）１８５
ベルギーにおける岩倉使節団
ゲントの市庁舎
(OdavandeCastyne箸PromenadesaTraversGand［刊行年不詳］より）
ゲントのパロラマ図
(OdavandeCastyne箸PromenadesaTraversGandより）
ジャン・リンデンの花園（ゲント）
(BycourtesyofGent-Stadsarchief）
184（47）
鱗…
霞ラ・リス氏の亜麻の製糸工場（ゲント）
(BycourtesyofGent-Stadsarchief）
リェージュ州知事ルーズマンスの肖像
(BycourtesyofLiege-Stadsarchief）
セランのジョン・コッケリル社
(BycourtesyofLiege-Stadsarchief）
(48）１８３
ベルギーにおける岩倉使節団
アンベルス市とスケルデ川
(TheContinentalTourist,andPictorialCompanion,Black＆Ａｒｍstrong社1861年刊より）
ワーテルローのライオン像の丘の図
（筆者蔵）
182（49）
(50）１８１
ＴｈｅｌｗａｋｕｒａＭｉｓｓｉｏｎｉｎＢｅｌｇｉｕｍ
ThisessaydealswiththeJapanesemｉｓｓｉｏｎｌｅｄｂｙＴｏｍｏｍｉｌｗａｋｕｒａ
(1825～83)，AmbassadorExtraordinaryandPlenipotentiaryinBelgium、
ThemissionstayedinBelgiumonlyfor8days・Thechiefobjectofthemis‐
sionwastopresentcredentialsfroｍｔｈｅＥｍｐｅｒｏｒＭｅｉｊｉｔｏｔｈｅＢｅｌｇｉａｎｋｉｎｇ
ａｎｄｔｏｓｏｕｎｄｏｕｔｔｈｅｉｎｔｅｎｔｉｏｎｓｒｅgardingtherevisionofthetreaty・Be-
sides，themissionwastoinvestigateBelgiansocietyingeneral．
Ｔｈｉｓａｒｔｉｃｌｅｉｓｄｉｖｉｄｅｄｉｎｔｏｆｏｕｒｐａrts
ThescheduleoftheJapanesemissioninBelgium、
ＴｈｅｖｉｅｗｏｆＢｅｌｇｉｕｍｈｅｌｄｂｙｔｈｅｐｒｉｖａtechroniclersoflwakura，
HowtheJapanesemissionwasseenbytheBelgians・
TheresponseoftheBelgiangovernmenttotheJapaneseambassador．
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
１
２
３
４
ＴｈｅａｃｃｏｕｎｔｏｆｔｈｅｔｒａｖｅｌｓｔｏｔｈｅＳｔａtesandEuropeofAmbassador
lwakurａａｎｄｈｉｓｒｅｔｉｎｕｅｗａｓｃｏｍｐｉｌｅｄｉｎｆｉｖｅｖｏｌｕｍｅｓｏｆｂｏｏｋｓｃａｌｌｅｄ
"TokumeizenkentaishiBeiokwairanzikki'，publishedinthellthyearofMeiji
(1878）bytheHakubunsha,Tokyo・Ａｌthoughthisisaveryinterestingac‐
countoftheirtravelsandtheirkeenobservationsofWesterncivilizationdur‐
ingthejourneys，thebooksarefullofinaccuratetranscriptionsofproper
nounswhichhavecausedmuchconfusion．
However,thenewspaperarticlesontheJapaneseembassyineachcountry
theyvisitedgivecluestothecorrectreadingofthepropernouns，supplying
uswithimportantknowledgeabouttheactivitiesofthemission．
Ｔｈｅobjectofthisessayistoclarifyasmuchaspossiblethedailyactivi‐
tiesoftheJapaneseembassyinBelgium，basedontheBelgiannewspapers')．
１８０（51）
Ｔｈｅｃｈｉｅｆｍｅｍｂｅｒｓｃｏｍｐｏｓｉｎｇｔｈｅｅｍｂassywereasfollows：
鯛MM､鯏急蝿北
YasukazuTanabe………FirstSecretary，DepartmentofForeignAffairs
NoriyukiKa………………(Fourth?）Secretary，DepartmentofForeign
Affairs
TadatsuneAndo…………FourthSecretary，DepartmentofForeignAffairs
MitsuakiNonaka…………Accountant，ＨｅａｄofRegisterOffice
AcertainTomita…………Accountant，HeadofRegisterOffice
TakeichiKuｍｅ……………Privatesecretaryoflwakura，ａｃｈｒｏｎｉｃｌｅｒｏｆｔｈｅ
(Kunitake） Japaneseembassy
WParson…………………AnAmericanadvisortotheJapaneseembassy
SadajiroKurimoto………Interpreter
KozoSugiura……………Interpreterandachronicler
AcertainFukui…………Medicaldoctor2）
Ｏｎｔｈｅｌ７ｔｈｏｆＦｅｂｒｕａｒｙｉｎｌ８７３，theAmbassadorandhisretinueleft
FranceforBelgiumfromGaredeNordinParis,arrivingatQu6vy，aborder
villageinFrance・AtQu6vy,ｔｈｅｙｗｅｒｅｗｅｌｃｏｍｅｄｂｙｔｈｅｍｅｍｂｅｒｓｏｆthere‐
ceptioncommiteeofBelgiangovernｍｅｎｔ・TheywereDeGroote，directorof
ForeignAffairsandthenewBelgianambassadortoJapan，BaronFerdinand
Jolly，１ieutenantcolonelofGeneralStaffOffice，BaronAlbertd，Anethan
andCountCharlesdUrseL
Afterexchangingmutualgreetings，ｔｈｅＥｍｂａｓｓｙｓｅｔｏｕｔａｇａｉｎｏｎｔｈｅｉｒ
（52）１７９
ＴｈｅlwakuraMissioninBelgium
journey，Ａｔａｂｏｕｔ９:３０ｐ．ｍ．thetrainarrivedatMons，ａｂｏｒｄｅｒｔｏｗｎｉｎ
Ｂｅｌｇｉｕｍ，theAmbassadorandhisstaffwerewelcomedbytheBelgiansol‐
dierspresentingarmsandplayingtheJapanesenationalanthem、Afterthat
theJapaneseinEuropeanclotheswereshownintothefirstclasswaiting
roomwheretheymetotherBelgianwelcomers．
ThesewerePrinceCaraman-chimay，GovernoroftheHeinautprovince，
Dorez，MayorofMons，Dutilloeul，LieutenantColonelandCommandantｉｎ
Ｍｏｎｓ，ColonelDemaziereswhocommandedthe3idChasers，andParez，
Greffieroftheprovince、
ＩｎｒｅｓｐｏｎｓｅｔｏｔｈｅａｄｄｒｅｓｓｏｆｔｈｅｇｏｖernoroftheHeinautprovince，the
ChiefAmbassadorlwakurarespondedthroughaninterpreterasfollows：
《1VＤ"ｓ〃o"ssα"河o"ｓｊｍＰｚﾉＯ"ｓ形加加eme〃〃ぬＣＯ"Ｕｅｍｅ雌ｄｅｋｚ形吻"o〃
b〃"α"陀伽Ｍｏ"ｓｃｓＭｚ伽α皿加o机e"ｔｏ〃〃o"Ｓｃ"伽"ｓｓ〃γ陀陀、to舵ｄｅｍ
ＢＣ“9"e、ｊＶＤ"SSC?℃"ｓ/ＤＣ"形"ｊＭｅｍ純ＣＯ""αi純ｄＳＭＪＥｸｧZPe杉"γＪ甑cc化"ｔ
αcc"ejJq"ｅ〃o"SDC"o"ｓｄｅ”CCZﾉo肱ｅＭｅＭ７ｎｐｐｏγZcγルｓｐａｍ化ｓ９"ｅ２ﾉo"ｓα"eg
bje〃ｚﾉo"/〃αα”SSCγαｓｅｓｅ""Oy曲．jVO"ｓｓｏｍ腕ｃｓｔｏ"c/2応ｅｔ”ＣＯ""αisα"ｓｄノヒｚ
/bis,ＣＭＯ"ｓｙ伽ＣＭＯ"Ｓｐａγto"tc〃o純Sy”α伽e・》3）
HereagaintheygotaboardaspecialｔｒａｉｎｓｅｔｂｙｔｈｅＲｏｙａｌｆａｍｉｌｙａｎｄｐｒｏ‐
ceededtoBrussels、Ｉｔｗａｓａｔｌｌ：２０ｐ．ｍ．ｗｈｅｎｔｈｅＥｍｂａｓｓｙｆｉｎａｌｌｙａｒｒｉｖｅｄ
ａｔＧａｒｅｄｕＭｉｄｉ，Brussels，wheretheyrodeinseparatecarriages，ａｎｄｗｅｎｔ
ｔｏ“H6telBelvueetdeFlandre，,（anotherｎａｍｅ``H6telBelvue，，locatedat
PlaceRoyale7）whichhadpreparedfortheJapanese．
Ａｔｌｐ.ｍ・ｏｎｔｈｅｌ８ｔｈｏｆＦｅｂｒｕａｒｙ，theChiefandVice-ambassadorswitｈ
ｓｏｍｅｆｏｌｌｏｗｅｒｓｗｅｎｔｔｏｔｈｅＲｏｙａｌＰａlaceridinginseparatecarnages，tobe
grantedanaudiencewithKingLeopaldlLWhentheyarrivedthere，ｔｈｅｙ
ｗｅｒｅｗｅｌｃｏｍｅｄｂｙｔｈｅｌｍｐｅｒｉａｌＧuardswhopresentedarmsandamusicａｌ
ｂａｎｄ、
Afterexchangingmutualgreetings，ｔｈｅＥｍｂａｓｓｙｒｅｔｉｒｅｄｆｒｏｍｔｈｅ
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audienceroomandwereshownintothｅｒｏｏｍｏｆｔｈｅＱｕｅｅｎ，ｗｈｏｗａｓｉｎ
ｍｏｕｒｎｉｎｇ・Ｉｎｔｈｅｅｖｅｎｉｎｇａｄｉｎｎｅｒｐａｒｔｙｗａｓｈｅｌｄｉｎｔｈｅｉｒｈｏｎｏｕｒａｔｔｈｅｐａｌ‐
aceatwhichtheJapanesepresentedthemselves．
ＡｔａｂｏｕｔｌＯａ.ｍ・ｏｎｔｈｅｌ９ｔｈｏｆＦｅｂｒｕａｒｙ，ｔｈｅＪａｐａｎｅｓｅＥｍｂａｓｓｙｗｅｎｔｔｏ
ＧｈｅｎｔｂyaspecialtraintoinspectindustrialestablishmentsWhenｔｈｅｙａｒ－
ｒｉｖｅｄｉｎＧｈｅｎｔａｔａｂｏｕｔｌｌａ．ｍ．，theywerewelcomedbyCount'tSerclaes，
Governoroftheprovince，KerchovedeDenterghern，MayorofGhent，De
Graeve,Greffieroftheprovince,andCaptainStuckens,AdjutantoftheGen‐
eralCommandantoftheprovince4)．
Afterexchangingtheofficialsalutations，ｔｈｅJapanesevisitedthecotton
spinningcompanyownedbyMFLouisberghs，theestablishmentofhorticul‐
tureofJeanLinden,ａｎｄｔｈｅｗｅａｖｉｎｇｓｈｏｐｏｆＬａＬｙｓｉｎｔｕｒｎTheJapanese
showedkeeninterestinweavingmachinesinthefactories・Asregardsthe
behavioursoftheEmbassy，《ＺＺｓｏ"ｵﾉｸ169"e机e"mes〃ojcsSP6cjZz陀加e"ｊｓ"γ
/Ｃｓ/b?℃esmo2MgeS9"ｅ〃o"s伽PJ0yo"s・》5）Afterfinishingatourofobserva‐
tion，ｔｈｅｙｈａｄｌｕｎｃｈｉｎｔｈｅｃｉｔｙｈａｌｌ，returningtoBrusselsat4：０５ｐ．ｍ．
１ｔｗａｓｖｅｒｙｃｏｌｄｏｎｔｈｅ２０ｔｈｏｆＦｅｂｒｕａｒｙ・ＴｈｅＥｍｂａｓｓｙａｃｃｏｍｐａｎｉｅｄｂｙ
ＤｅＧｒｏｏｔeandJollyproceededtoAntwerp,whencetheydroveto“Polygone
deBraesschaet,'，ｔｈｅlargeBelgianartilleryrangelocatednearthevillageof
Braesschaet，ｓｏｍｅｌ６ｋｉｌｏｍｅｔｅｒｓｔｏｔｈｅＮＥｏｆＡｎｔｗｅｒｐｌｎｔｈｅｆｉｒｉｎｇｒａｎｇｅ，
theJapaneseactuallyinspectedvariousfiringsoffieldartilleries・Afterthe
inspection，theywereofferedlunchintheofficers，ｃｌｕｂ，returningＢｒｕｓｓｅｌｓ
ｖｉａＡｎｔｗｅｒｐａｔａｂｏｕｔ６：００ｐ．ｍ．
Onthe21stofFebruary，ｔｈｅＥｍｂａｓｓｙｓｔａｒｔｅｄｆｏｒＬｉｅｇｅｂｙａｓｐecialtrain
at8：００ａ．ｍ．，arrivingatStationdesGuillemainｓｉｎＬｉ６ｇｅａｔｌＯ：３０ａ．ｍ．
TheywerewelcomedbyPascaldeLeusemans，GovernoroftheprOvinceand
othersｔｏｓａｙａｗｏｒｄｏｆｗｅｌｃｏｍｅａｔｔｈｅｓｔａｔｉｏn
TheJapanesewentinseparatecarriagesaloｎｇｔｈｅｒｉｖｅｒＭｅｕｓｅｔｏｔｈｅ
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ＴｈｅｌｗａｋｕｒａＭｉｓｓｉｏｎｉｎＢｅｌｇｉｕｍ
ｖｉｌｌageofSeraign，６kilometerssouthofLiege・Theyvisitedtheglass
worksatVal-Saint-LambertestablishedbyJohnCockrill（1790-1840)，an
Englishman，andtheiron-worksandfactoriesfoｕｎｄｅｄｂｙｔｈｅｓａｍｅＥｎｇｌｉｓｈ
ｍａｎＴｈｅＥｍｂassyofficialswereentertainedwithluncheoninthelatterfac‐
tories，returningBrusselsbefore8：００ｐ．ｍ． ￣
Ｏｎｔｈｅ２２ｎｄｏｆＦｅｂｒｕａｒｙ，theEmbassydividedintotwopartieｓＴｈｅ
ｇｒｏｕｐｌｅｄｂｙｌｗａｋｕｒａｌｅｆｔＢｒｕｓｓｅｌｓａｔ９ａ．ｍ．forthevillageofCourcelleslo‐
catedNNWofCharleroi，ｔｈｅｃｅｎｔｅｒｏｆｔｈｅＳ､Belgianironindustry，arriving
atCourcellesat9：３０ａ．ｍ．ThedirectornamedDeMarmolwaitedfortheJapa‐
nesewithcarriages・
TheJapanesefirstvisitedtheplateglassworksandthenproceededtothe
villageofMarchiennebycarriagｅｓｔｏｉｎｓｐｅｃｔｔｈｅｉｒｏｎ－ｗｏｒｋｓｏｆＰｒｏｖidence，
beingaccompaniedbyTh6ophileandJulesZiane.《IZsPa?〃”"””"伽〃〃〃が
j"厄沌/α"jcOPgMjo"ｓｄ〃Jα〃"cJgUcM皿加aZcZCZgU》6)．
WhereasthegroupwithKidooccupiedthemselveswithinspectingsomees-
tablishmentsinBrussels、ThegroupfirstvisitedthefactoryofTassonand
Washer（ｒｕｅｄｅｌ，Astronomie)，《ｏｚｊｊＪｓｏ"Ｚａｄ伽沌ＪｅｓＰａＭｲｅｒｓ９"ecctZc
mazso〃ｍｃｂｃ噸ｐｏ"γ化ｐａＪａｊｓａｚｕＭａｉ"sj9"ｅ〃泥泥"ｔｓｍｅ肋Jesdestj"由ｄ
化jUPosjtio〃cZeWe""e，ｅ"舵α"舵SCC肱ＰＣ"γルｓａｍｚｅｓｄｅｇ"ｅｍｇｄｅＬｉ“．
ｍ加伽ＭＺ６ｍ"Zq"ｅｄ〃ＭＳ化ｂｅα"ＣＭＰj"2`γUSS2》7）
ThenTheyvisitedthechassisfactorｙｏｗｎｅｄｂｙＪｏｎｅｓ（ruedeLaeken)，
andotherfirmsmakingrailwayequipmentownedbytheSoci6t6Belge，and
aworkshopofenamelledironwareownedbyDelloye-Massor（Chausseel
d'Anvers)．Ａｔ６:００ａ．ｍ．，theEmbassypresentedthemselvesatafarewell
dinnerpartyheldbytheRoyalfamily,andthenenjoyedthepresentationoｆ
ＴａｎｎＭｕｓｅｒｉｎｔｈｅｔｈｅａｔｒｅ．
Ｉｔｓｎｏｗｅｄｏｎｔｈｅ２３ｉｄｏｆＦｅｂｒｕａｒｙ，theChiefAmbassadorIwakura，ViceAm-
bassadorYamaguchi，theFirstSecretaryTanabeandinterpreterKurimoto
l76（55）
calledattheForeignOfficetosounｄｏｕｔｔｈｅＢｅｌｇｉａｎｖｉｅｗｓｏｎｔｈｅｒｅｖｉｓｉon
ofthetreatyandsoonWhileKidoandothersdrovetoWaterloo（１６kilome‐
tersSSEofBrussels）toseetheoldbattlefield,wheretheBritishunderWel
lingtonandthePrussiansunderBiicherdecisivelydefeatedNapoleonJune
l８，１８１５．ＴｈｅgroupreturnedBrusselsatabout4：００ｐ．ｍ．
Onthe24thofFebruary，theIwakuraMissionleftBelgiumfoｒＨｏｌｌａｎｄａｔ
９：００ａ．ｍ．byaspecialtrain，stoppingoveratAntwerp，Ｗｈｅｎｔｈｅｔｒａｉｎａｒ‐
ｒｉｖｅｄａｔＡｎｔｗｅｒｐａｔ９：５０ａ．ｍ．，theEmbassywaswelcomedbyPycke，Gover‐
noroftheprovince,DeWaeLMayorofAntwerp,GeneralDensofthe
provinceandsoon．
Afterexchangingmutualgreetings，《ＬＩＡ腕ｂＱｓｓａｄｅａＰ河ｓＰ/ａｃｅ。α"ｓｃｊ"９
２ﾉ０伽”Ｓｃ/αzﾉjsjね〃Ｃｓ由mMsseme"おれα?､ｉｔ〃Cs，ノＧＭ‘s”Ｃｆ化ｓｐ?qj"”α"兀
加o""ｍｅ"ZsdeJCzUiJJe．Ｗγｓ〃ｉｓ/ze"花s，肥ｓα腕bassade"だｓｏ"ｔ犯Pα汀ｊｓＰαγＪｅ
加伽et7ZZj"ＰＯ"γJaQJPjmJ.》8）
ＴｈｕｓｔｈｅｅｉｇｈｔｄａｙｓｏｆｔｈｅｔｒｉｐｏｆｔｈｅＩｗａｋｕｒａＭｉｓｓｉｏｎｉｎＢｅｌｇｉｕｍｗａｓ
ｏｖｅｒ．
KunitakeKume，ｓｇｅｎｅｒａｌｖｉｅｗｓｏｆＢｅｌｇｉｕｍ：
《IntermsofitsterritoryandpopulationBelgiumisasbigasKyUshUIs‐
landinJapanAlthoughBelgiumissurroundedbybigcountries，ｓｈｅ
ｓｔａｎｄｓｏｎｈｅｒｏｗｎｌｅｇｓｄｅｓｐｉｔｅｈｅrsmallnesswithoutanyprotectionorinter‐
ferencefromothercountries、
TheBelgianeconomicpowerexceedsthatoftheEuropeanPowers・The
Belgiansarehardworkingpeople，livinghappily・Althoughthelandisinfer-
tileanｄｓｗａｍｐｙ，Ｉｗａｓｉｍｐｒｅｓｓｅｄｂｙｔｈｉｓｓｍａｌｌｃｏｕｎｔｒｙｉｎｍａｎｙｗａｙｓ・
Ｔｈｅｗｅｌｆａｒｅｏｆｔｈｅｓｔａｔｅｄｅｐｅｎｄｓｎｏｔｓｏｍｕｃｈｏｎｐｏｌｉｔｉｃｓｂｕｔｏｎｔｈｅｕｎｉｔｙｏf
thewholenationandtheircoOperation．
TheadministrationisaparagonofanationThefootpathsinthefields
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ＴｈｅｌｗａｋｕｒａＭｉｓｓｉｏｎｉｎＢｅｌｇｉｕｍ
ｒｅｍｉndofmetheridgesbetweenricefieldsinJapanThefarmvillagesinBel‐
giumarealikeinappearancewiththoseinJapan．
TheprosperityofBelgianindustryｒｅｍｉｎｄｓｍｅｏｆｔｈａｔｉｎＥｎｇｌａｎｄ・
TownsandvillagesareflourishingBelgiumaboundsinironandcoaL
IroｎｉｎｄｕｓｔｒｙｉｓｔｈｅｍｏｓｔｐｒｏｓｐｅｒｏｕｓｉｎＥｕｒｏｐｅＣｏａｌｍｉｎｉｎｇｉｓｔｈｅｏｒｉｇｉｎｏｆ
ｉndustryinBelgium・ＴｈｅｑｕａｌｉｔｙｏｆｃｏａｌｒａｎｋｓｔｈｅｓｅｃｏｎｄplaceexceptEng‐
land・Ｉｎｔｈｅｆｉｒｓｔｐｌacethemostprosperousindustryinthecountryisiron
manufacturing，secondlythecottonorflaxspinningindustry，andthirdly
glassmanufacturing．
ThestreetsinBrusselsarecloselylineｄｗｉｔｈｌａｒｇｅａｎｄｓｍａｌｌｓｔｏｒｅｓＴｈｅ
ｐａｖedstreetsarenarrowandirregular，thoughtheyareconvenientforwalk‐
ｉｎｇｏｒｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇＴｈｅｒｅａｒｅｍａｎｙｗhitehousesintheCapital，shining
brightlyhereandthere・Ａｔｎｉｇｈｔｓｔｒｅｅｔｓａｒｅｌｉｔｂｙｇａｓ，emittingpalelight・
SeeｉｎｇｔｈｅｌｉｇｈｔｌｆｅｅｌａｓｉｆｌｗｅｒｅｉｎＰａｒis．
TheonlytradeportinBelgiumthatenjoysthepopularityasagoodport
iｎＥｕｒｏｐｅｉｓＡｎｔｗｅｒｐＷｈａｔａｍａｚｅｄｍｅｉｎＡｎｔｗｅｒｐｗｅｒｅｔｈｅｓｕｃｈｓｔａｔｅｅｓ‐
ｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔｓｏｒｂｕｉｌｄｉｎｇｓｓｕｃｈａｓｔhedocks，batteries，ｔｈｅExchange，ｔｈｅ
ＣｉｔｙＨａｌｌａｎｄｓｏｏｎ
ＴｈｅｓｐｉｒｉｔｏｆｉndependenceorfreedompervadesBelgiulnButweshould
notmistakefreedomforself-indulgence、Inordertomaintaintheprosper‐
ｉｔｙｏｆｔｈｅｗｈｏｌｅｎａｔｉｏｎａｎｄｔｏｇｕａｒｄｔheirfreedom，thegovernmentshould
adoptaprudentialpolicy.》9）
TheBelgianviewofJapanandtheJapaneseEmbassy：
UpuntiltheMeijiRestoration,Japanwasregardedasavisionaryorbar‐
bariccountrywhichcloseditsdoorｔｏｔｈｅｗｏｒｌｄＪａｐａｎｗａｓｓｕｐｐｏｓｅｄｔｏｂｅ
ａｃｏｕｎｔｒｙｗｈｏｓｅｓｔａｐｌｅｅｘｐｏｒｔｓｗｅｒｅlaquerwareorporcelain、Aftertheresto‐
rationoflmperialrule，ｔｈｅｉｍａｇｅｏｆＪａｐａｎｗａｓｃｈａｎｇｅｄｉｎＷｅｓterneyes、
１７４（57）
Ｉｎｔｈｅｉｒｖｉｅｗｓ：
Japanisanattractiveandapoeticcountrywhichabolishedthefeudalsys‐
temacrossthenationTheBelgianpeopleknewthroughthenewspapers
thatJapanhadbeenstrivingfornationalreformwithstrongwillanden‐
ｅｒｇｙ．
ＩｔａｐｐｅａｒｓｔｏｍｅｔｈａｔａｒｕｍｏｕｒｗａｓｇｏｉngaroundthattheJapanesewore
topknotsandtwoswords，beingdauntlessintheirspirits・Butcontraryto
theexpectationsoftheBelgians，theEmbassytheysawdressedinEuropean
styleTheywerequieトlooking，unsociablegentlemenTheirfaceswerewrit‐
tｅｎａｌｌｏverwithwrinkles1o)，thoughlookingyoungatfirstsight・TheBeL
giansweredisappointedalittletoseetheJapaneseinWesternclothes．
TheBelgians'wishandinmostthoughtsinwelcomingtheJapaneseEm‐
bassy：
Iwakura，schiefofficialdutiesweretopresｅｎｔａｍｅｓｓａｇｅｆｒｏｍｔｈｅＥｍ‐
ｐｅｒｏｒｔｏｔｈｅＫｉｎｇｉｎＢｅｌｇｉｕｍａｓｗｅｌｌａstoascertaintheintentionsregarding
therevisionofthetreaty，andtoinspectBelgiansocietyingeneral．
TheJapanese-Belgiantalks1DwereheldonlyonceattheForeignOfficｅｉｎ
Ｂｒｕｓｓｅｌｓｏｎｔｈｅ２３ｒｄｏｆＦｅｂｒｕａｒｙ，1873.ThosepresentwereTomomi
lwakura（ChiefAmbassador)，NaoyoshiYamaguchi（Vice-ambassador）
YasukazuTanabe（TheFirstSecretary)，TeijiroKurimoto（The2ndSecre‐
taryandinterpreter)，AugustdeBaronLambermont（AMinisterExtraordi‐
naryandPlenipotentiary，Secretary-GeneraloftheForeignOffice，acting
ministerofForeignAffairs),JureyMalo（TheMinisterofFinance)，Charles
deGroote．
BarondeLambermontstartedtalkingafterexchanginggreetings，leading
theway・ Iwakuraexplainedthemissionentrｕｓｔｅｄｔｏｈｉｍｂｙｔｈｅ
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government，andalsodescribedtheabolitionofthefeudalsystem，andthe
restorationoftheimperialregime．
ＬａｍｂｅｒｍｏｎｔａｓｋｅｄｌｗａｋｕｒａｔｏｔｅｌｌｈｉmhisopinionregardingBelgium，
Ｔｈｅｆｏｒｍｅｒｃｏｎｔｉｎｕｅｄｔｏｔａｌｋａｓｉｆｈｅｔｏｏｋｎｏｎｏｔｉｃｅｏｆｌｗａｋｕｒａ，swishesat
heart・ＬａｍｂｅｒｍｏｎｔｔｏｌｄｌｗａｋｕｒａｗｈａｔＢｅｌｇｉumcouldoffertofurtherthe
modernizationofJapanintermsofadministration，education，militaryaf‐
fairs，railwayconstruction，tradeandindustries、Iwakuradidnothavea
positiveresponsetotheoffer，ｂｕｔｏｎｌｙｔｈａｎｋｅｄｈｉｍｆｏｒｈｉｓｋｉｎｄａｔｔentions、
Lambermontsummarizedthegeneral，nationalconditionsinBelgium、
ThetopicoftalkturnedtoreligioustoleranceHepointedoutthatJa‐
pan'ｓｉｎｈｕｍａｎｔｒｅａｔｍentandpersecutionoftheChristiansarousedindigna‐
tionandmistrustamongtheChristiancountries・Iwakurasaidpositively
thatthestrictrestrictionsontheChristianswasrelaxingandthatthegovern-
ｍｅｎｔｈｏｐｅｄｔｏａｔｔａｉｎｔｈｅｆｒｅｅｄｏｍｏｆｒeligionLambermontwaspleased
witｈｔｈａｔｒｅｍａｒｋａｎｄｈｏpedthatJapanwouldliftthebanonpaganism．
ｌｗａｋｕｒａ，sprimaryconcernwastherevisionofthetreatyAsregardsthis
problem，Ｌａｍｂｅｒｍｏｎｔｓａｉｄｔｈａｔｈｅｗｏｕｌｄｇｉｖｅｉnstructionstothenewminis‐
tertoJapanaskinghimtoenterintonegotiationswiththeJapanesegovern‐
ｍｅｎｔwithaviewtoconcludeanewtreaty・SinceLambermontknewthat
lwakuraｗａsnotgivenfuUpowertodecideanything，theformerjudgedit
prematuretoenterintoactualnegotiations．
Ｉｎｒｅａｄｉｎｇｔｈｒｏｕｇｈｔｈｅｍｅｍｏｒａｎｄｕｍｏftheofficialconferencebetween
lｗａｋｕｒａａｎｄＬａｍｂｅｒｍｏｎｔ，wenoticethattheBelgiangovernmeｎｔｗａｓｅａ‐
gertoenterintotheJapanesemarket,tosellitsproductsorofferitstechnolo‐
giesandcapitaltoJapanl2)．ＴｈｅｖｉｓｉｔｏｆｔｈｅＪａｐａｎｅｓｅｅｍｂａｓｓｙｔｏBelgium
wasafavorableopportunitｙｆｏｒｈｅｒｔｏｓｔｒｅｎｇｔｈｅｎｍｕｔｕａｌｃｏｍｍｅrcialties
morestrongly、However,Ｂｅｌｇｉｕｍｗａｓｎｏｔｓｏｓｕｃｃｅｓｓｆｕｌｉｎｓｅｌlingitsprod-
uctstoJapan，contrarytoexpectations．
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A1thoughBelgiumtriedinvaintoenlargethecommercialmarketinJa‐
pan，latershemadeacontributioninsomespheresofJapan'smodernization
WhenJapanestablishedtheMeijiConstitution,ittranslatedthelawsofEng‐
land，France，PrussiaandBelgium，studyingthemforfuturereference'3)．
ThemostnotablelearningfromBelgｉｕｍｗａｓｔｈｅｆｏｕｎｄａｔｉｏｎｏｆｔｈｅＢａｎｋｏｆ
Japan（1882)，whichwasmodeledaftertheBelgianCentralBankl4)．
Moreover,whenJapanfoundedtheDepartmentoｆＨｏｍｅＡｆｆａｉｒｓａｎｄＴｏ‐
kyoMetropolitanPoliceBoardinthｅｌ８７０ｓ，basedontheproposalpre‐
sentedbyToshiyoshiKawaji（1836～70)，apolicesuperintendent，theideal
ofBelgianpolicesystemwasunderconsideration・ＫａｗａｊｉｓｔａｙｅｄｉｎＢｅｌ－
ｇｉｕｍｆｏｒａｍｏｎｔｈｉｎｔｈｅｓｐｒｉｎｇｏｆｌ８７３，investigatingthepolicesystem．
Itisinterestingtonoticethathefoundtheloftyidealofthepolicein“the
protectionofcitizensandadministrationservicestothepeople,'''5）Japan
owesnotalittletoBelgium．
ＩｎｗｒｉｔｉｎｇｔｈｉｓｅｓｓａｙｌｍａｄｅｕｓｅｏｆＢｅlgiannewspapersinbothFrench
andDutchrelatedtotheIwakuraMissioｎａｓｐｒｉｍａｒｙｓｏｕｒｃｅｆｏｒｔｈｅｓｔｕｄｙｏｆ
ｔheEmbassyinBelgium
lnconclusionｒｄｌｉｋｅｔｏｔｈａｎｋｔｈｅＢｅｌｇｉａｎＥｍｂａｓｓｙinTokyo，Archivesde
r6tatinLiege，StadsarchiefinGhent，Biblioth6queRoyaleAlberｔｌ，Archives
duMinisteredesAffairesEtrangeresinBrussels，theuniversitylibrariesat、
ＷａｓｅｄａａｎｄＳｏｐｈｉａａｓｗｅｌｌａｓＴｈｅＨｉｓｔoriographicallnstitute，theUniver-
sityofTokyo，fortheirvariouskindnesses．
Personally,IamverymuchobligedtoMitsuroKatsuyama（OCSBrussel
Office)，DrPaulettePieyns-Rogo，DrFrancoisePeemans，Ａｒｙａｎｖａｎｄｅｒ
Ｗｅｒｆ（reseacher)，IngeborgVerplancke（lecturer)，ProfWillyvandeWalle
atKatholiekeUniversiteitinLeuven．
lOApril2000
ProfTakashiMiyanaga
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